
占領軍の対日宗教政策 

Ⅰ
は
じ
め
に
 

 
 

 
 

方
被
 占
領
国
日
本
の
 

 
 

 
 

民
主
主
義
連
合
国
に
対
 

 
 

 
 

に
よ
る
日
本
占
領
は
二
つ
 

 
 

 
 

水
 占
領
に
お
い
て
は
、
 

 
 

 
 

性
 が
比
較
的
よ
く
保
た
 

ね
 、
両
者
の
対
決
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

対
日
宗
教
政
策
の
大
綱
 

 
 

 
 

価
値
と
の
葛
藤
が
わ
が
 国
 

 
 

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
  

 

 
 

占
領
軍
の
対
日
宗
教
政
策
 

阿
部
美
哉
 



 
 

 
 

で
 決
定
さ
れ
る
の
が
 通
 

 
 

 
 

二
年
一
月
の
 カ
 サ
フ
ラ
ン
 

 
 

 
 

な
っ
た
ポ
ツ
ダ
ム
育
三
音
 

（
 
0
4
 
）
 

 
 

 
 

案
に
あ
た
っ
て
は
、
太
平
 

 
 

 
 

の
策
定
の
主
体
と
な
っ
て
 

し
 
Ⅰ
 +
,
 

こ
 
ハ
 
。
 

 
 

 
 

陸
軍
省
及
び
海
軍
省
 

 
 

 
 

策
 と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
 

 
 

 
 

よ
び
海
軍
省
の
調
整
 委
 

（
 
4
 ）
 

員
 会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 
 

の
 四
月
に
は
、
対
日
戦
 

 
 

 
 

全
体
主
義
・
軍
国
主
義
と
 

 
 

 
 

し
て
は
、
こ
れ
を
 独
 
・
 伊
 

（
 
く
 
Ⅰ
）
 

 
 

し
て
非
難
・
攻
撃
し
て
い
た
。
 

 
 

 
 

成
さ
れ
た
「
日
本
・
 
信
 

（
 
ム
リ
 
）
 

 
 

 
 

十
五
日
に
な
っ
て
お
り
、
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二
 
、
対
日
宗
教
政
策
の
策
定
 



 
 

 
 

日
本
史
の
教
授
を
 つ
 と
 

 
 

 
 

え
た
 J
.
C
.
 ヴ
ィ
ン
 セ
 

 
 

入
っ
て
い
た
。
 

 
 

 
 

皇
 主
義
と
に
区
分
 

 
 

 
 

家
 神
道
は
世
界
の
平
和
に
 

 
 

 
 

守
護
神
を
祀
る
純
粋
に
 
宗
 

 
 

 
 

持
っ
施
設
及
び
靖
国
神
 

 
 

 
 

6
 施
設
の
三
種
類
に
分
類
 

 
 

 
 

右
の
理
解
の
上
に
た
っ
 

 
 

 
 

古
神
道
の
神
社
の
存
続
 

 
 

 
 

を
 許
可
し
、
四
、
国
家
主
 

 
 

 
 

役
職
員
を
解
雇
 し
 、
五
、
 

 
 

 
 

ロ
 
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

道
 と
超
国
家
主
義
的
 ィ
デ
オ
 

 
 

 
 

を
 保
障
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
 

 
 

 
 

道
を
廃
絶
し
、
と
く
に
そ
の
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
る
。
 

占
  

 

 
 

的
 要
求
が
示
さ
れ
た
。
   (3) 



三
 、
対
日
宗
教
政
策
の
実
施
 

 
 

 
 

側
 の
も
と
に
、
 被
 占
領
 

 
 

 
 

は
 、
日
本
占
領
に
備
え
 

 
 

 
 

S
 ）
が
ハ
ー
バ
ー
ド
、
 

 
 

 
 

ト
レ
ー
に
は
特
設
訓
練
 

 
 

 
 

語
 、
軍
政
府
の
管
理
な
 

 
 

 
 

ぼ
っ
て
い
た
。
（
 

9
 ）
 

 
 

 
 

日
本
の
占
領
に
お
 い
 

 
 

 
 

、
戦
犯
の
処
罰
、
信
教
 

 
 

 
 

十
五
日
に
終
戦
と
な
っ
 

た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

連
合
軍
最
高
司
令
官
 

 
 

 
 

本
 政
策
を
総
括
的
に
述
 

 
 

 
 

実
業
団
体
の
禁
止
、
超
 

 
 

 
 

、
神
道
と
い
う
名
称
は
 

 
 

 
 

止
は
、
 後
に
明
ら
か
に
 

 
 

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

(4)   



占領軍の対日宗教政策 

 
 

 
 

と
す
る
追
放
は
っ
 
ぃ
 

 
 

 
 

 
 

一
般
政
策
の
設
定
と
 

 
 

 
 

令
 を
も
っ
て
日
本
国
政
 

 
 

 
 

実
施
を
監
督
さ
せ
た
。
 

@
 
O
 
（
 
0
 
t
 

）
 

 
 

都
 省
宗
教
 課
 、
総
司
令
部
に
お
い
て
は
民
間
情
報
教
育
 
口
内
 
凹
 （
 
0
 ア
古
 Ⅰ
 
コ
 h
o
 

（
ヨ
郎
ヒ
田
 

ぃ
 
0
 コ
 

 
 

（
 
刃
 ①
二
 

%
0
 

コ
 の
し
 ぎ
オ
琵
 
0
 二
）
で
あ
っ
 

 
 

 
 

信
教
自
由
の
確
立
と
軍
 

 
 

 
 

る
 為
に
、
昭
和
二
十
年
 

 
 

 
 

権
 指
令
）
を
指
令
し
 

 
 

 
 

示
教
の
衣
に
か
く
れ
る
こ
 

 
 

 
 

指
令
は
、
一
方
で
治
安
 

 
 

 
 

方
 こ
の
よ
う
な
制
限
を
 

 
 

放
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

一
十
年
十
月
九
日
、
治
 

 
 

「
ひ
と
の
み
ち
」
の
御
末
 徳
近
 、
「
大
本
」
の
出
口
 王
 仁
三
郎
・
出
口
伊
佐
男
、
 

 
 

 
 

郎
 、
「
ホ
ー
リ
ネ
ス
 教
 

 
 

 
 

沢
孫
次
 等
の
諸
氏
が
 釈
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な
 樹
立
及
び
軍
国
主
義
 

 
 

 
 

機
関
、
制
度
、
慣
習
、
 

 
 

 
 

か
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

き
こ
と
は
、
す
で
に
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
 

あ の 既 の 占 の プ "@ 

 
 

よ
 う
 と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
信
教
 

 
 

に
 信
教
の
自
由
を
侵
さ
れ
て
い
た
宗
教
家
を
 

 
 

た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
信
教
の
自
由
の
制
 

 
 

る
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
に
立
つ
も
の
で
あ
 

 
 

伸
長
す
る
に
は
、
日
本
の
宗
教
家
は
あ
ま
り
 

 
 

た
 。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
国
家
神
道
と
国
と
 

 
 

が
 存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
癒
着
を
 

 
 

指
令
の
一
層
の
具
体
化
と
実
施
を
め
ざ
し
た
 

っ
 た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

-
 
の
 自
由
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
 

解
放
し
、
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
 

限
を
除
去
し
さ
え
す
れ
ば
日
本
人
 

っ
た
 
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
し
て
 

に
も
権
威
主
義
的
で
あ
り
、
日
本
 

の
 癒
着
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
 

厳
し
く
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

も
の
が
次
に
の
べ
る
神
道
指
令
で
 

(6) 

 
 

 
 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
宣
伝
 

 
 



占領軍の対日宗教政策  
 

 
 

制
圧
は
命
じ
ら
れ
な
か
 

っ
 た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

こ
な
い
、
「
日
本
人
 

 
 

 
 

は
 、
日
本
国
政
府
に
 命
 

 
 

 
 

は
 東
京
の
総
司
令
部
で
 

 
 

 
 

か
ら
国
務
省
あ
て
に
 ヴ
 

 
 

 
 

か
ら
返
電
が
あ
り
、
 
同
 

 
 

 
 

ら
れ
た
。
こ
う
し
て
 神
 

 
 

 
 

て
の
指
令
の
起
草
が
必
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
る
。
更
に
十
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

指
令
」
が
発
せ
ら
れ
、
 

 
 

 
 

パ
ガ
ン
ダ
の
流
布
は
 、
 

 
 

 
 

対
し
、
国
家
神
道
制
度
 

 
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
命
令
さ
れ
た
。
 

 
 

 
 

の
 指
令
に
よ
っ
て
 、
 

 
 

 
 

が
 命
令
さ
れ
、
如
何
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ば
 、
官
公
吏
の
公
葬
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境
内
地
の
譲
与
等
が
相
 

（
 
埼
 
@
 ）
 

 
 

 
 

隣
組
等
に
よ
る
神
道
の
 

 
 

 
 

更
に
昭
和
二
十
二
年
四
 

 
 

 
 

目
 口
 内
務
・
文
部
次
官
 

 
 

 
 

」
が
通
牒
さ
れ
た
。
 
こ
 

 
 

 
 

離
を
実
現
し
ょ
う
と
し
 

た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

っ
て
軍
国
主
義
的
な
 

 
 

 
 

指
令
は
占
領
軍
の
対
日
 
 
 

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 
 

は
 最
も
む
ず
か
し
 い
問
 

 
 

 
 

き
か
、
あ
る
い
は
在
位
 

 
 

 
 

の
 可
能
性
が
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

べ
き
か
、
そ
し
て
も
し
 

 
 

 
 

は
 日
本
軍
人
の
戦
闘
 意
 

 
 

 
 

な
 占
領
を
目
ざ
す
 ァ
メ
 

 
 

 
 

主
張
が
あ
ら
わ
れ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

お
け
る
天
皇
と
国
家
 神
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神
道
な
い
し
天
皇
崇
拝
 

 
 

 
 

6
 場
合
に
は
、
連
合
軍
 

 
 

 
 

樹
立
し
て
主
権
を
国
民
 

（
 
腱
 ）
 

 
 

 
 

 
 

民
 と
の
間
の
神
秘
的
 

 
 

 
 

る
 為
に
極
め
て
重
要
な
 

 
 

存
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

っ
て
大
き
な
障
害
で
 

 
 

 
 

的
 暴
走
を
煽
動
す
る
 可
 

 
 

 
 

文
を
引
用
し
て
の
民
主
 

 
 

 
 

的
 否
定
を
内
容
と
す
る
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

領
 軍
当
局
者
は
、
 
天
 

 
 

 
 

そ
の
行
為
は
日
本
人
自
 

 
 

 
 

り
く
天
皇
自
身
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

。
し
か
し
前
田
多
聞
の
 

（
 
幼
 ）
 

 
 

 
 

人
間
宣
喜
 ロ
 と
は
ほ
と
ん
 

（
四
）
 

 
 

 
 

渡
し
役
を
つ
と
め
て
い
 

  (9) 



 
 

 
 

学
の
教
授
と
な
っ
た
 へ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
由
の
原
則
に
相
反
し
 

ね
 、
天
皇
の
人
間
言
言
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
 と
結
論
さ
れ
て
 
ぃ
 

 
 

 
 

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

に
 先
立
っ
て
、
天
皇
 

 
 

 
 

に
 、
天
皇
の
人
間
育
三
二
口
 

 
 

法
を
採
用
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

対
置
さ
れ
て
い
た
。
 
占
 

 
 

 
 

疑
 う
 余
地
が
な
い
が
、
 
 
 

 
 

っ
て
、
こ
れ
ら
両
者
の
 

 
 

れ
に
と
っ
て
必
須
の
課
題
で
あ
る
。
 

国
家
神
道
な
い
し
国
体
に
対
す
る
宗
教
的
忠
誠
心
は
 、
 

 
 

、
個
人
の
信
仰
と
し
 

 
 

 
 

有
機
関
と
い
う
施
設
 と
 

 
 

 
 

信
教
に
の
み
自
由
を
認
 

 
 

 
 

っ
て
い
た
。
「
連
合
軍
 

 
 

 
 

  

で
あ
る
。
 



 
 

 
 

と
 ア
メ
リ
カ
主
義
の
 

 
 

 
 

型
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
 

 
 

 
 

ま
し
、
民
主
的
手
続
に
 

 
 

 
 

主
義
に
お
い
て
は
、
 
究
 

 
 

 
 

」
と
」
は
、
不
完
全
か
っ
 

（
㌍
）
 

 
 

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

て
い
る
。
日
本
主
義
 

 
 

 
 

尽
し
、
奉
仕
を
行
う
こ
 

 
 

 
 

団
の
代
表
者
と
い
う
よ
 

 
 

 
 

よ
う
な
日
本
主
義
に
お
 

 
 

 
 

現
さ
れ
、
存
在
化
さ
れ
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

、
基
本
的
価
値
の
対
 

 
 

 
 

ぽ
か
ん
し
て
両
者
が
示
し
た
 

教
 

 
 

日
 

対
 

の
 

軍
 

領
 

占
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め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
 

 
 

 
 

の
 法
律
上
の
地
位
の
問
題
 

は
 日
米
両
当
局
者
の
折
衝
の
案
件
と
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

0
 「
（
 0
 コ
カ
。
目
的
）
 

0
 二
の
 

（
 
勿
 ）
 

 
 

日
の
ョ
 0
 ぺ
弗
 
コ
年
二
ョ
」
と
し
て
占
領
軍
に
示
さ
れ
た
。
 こ
 の
 報
告
書
は
①
宗
教
団
体
 

 
 

 
 

可
 が
不
要
と
さ
れ
る
こ
 

 
 

 
 

休
の
法
人
格
に
関
す
る
部
 

 
 

 
 

勅
令
の
案
が
す
で
に
勅
裁
 

 
 

 
 

尉
は
十
月
二
十
四
日
に
報
 

（
 
お
 ）
 

 
 

 
 

と
 抵
触
す
る
と
判
断
さ
れ
 

 
 

 
 

な
い
こ
と
、
③
日
本
政
府
 

 
 

 
 

体
現
し
た
法
律
が
成
立
さ
 

 
 

 
 

許
可
を
得
て
新
た
な
勅
令
 

 
 

と
 勧
告
し
た
。
 

 
 

 
 

れ
た
が
、
バ
ン
ス
 博
 

（
 
あ
 ）
 

 
 

 
 

れ
ど
も
、
当
該
勅
令
 実
 の
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口
 、
宗
教
法
人
制
度
の
形
成
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軍
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
 

 
 

承
認
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
 

（
 
沖
 ）
 

 
 

 
 

特
別
法
の
必
要
は
な
 

 
 

 
 

と
が
立
証
さ
れ
な
い
 限
 

 
 

 
 

の
 受
益
者
が
参
与
し
な
 

 
 

日
に
 宗
教
界
の
代
表
と
会
見
す
る
こ
と
を
公
約
し
た
。
 

 
 

 
 

0
 代
表
は
こ
の
会
見
に
 

 
 

 
 

り
 、
そ
の
起
草
は
文
部
省
 

 
 

 
 

で
は
な
い
か
と
提
案
し
 

 
 

 
 

法
の
制
定
を
全
員
一
致
 

で
 希
望
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

不
教
法
人
令
の
認
可
の
 

 
 

 
 

公
布
施
行
さ
れ
、
同
時
 

 
 

 
 

不
教
団
体
登
記
 今
 、
公
衆
 

 
 

 
 

6
 件
が
廃
止
さ
れ
た
。
 

 
 

 
 

の
神
社
の
と
り
あ
つ
 

（
 
鶉
 ）
 

 
 

 
 

局
 他
の
宗
教
団
体
 と
同
 

 
 

 
 

二
十
一
年
二
月
二
日
、
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こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
文
部
省
宗
務
課
 
は
 

法
制
局
の
審
査
を
経
、
二
十
六
年
二
月
二
十
七
 

法
は
 、
四
月
三
日
公
布
さ
れ
、
即
日
施
行
さ
れ
 

占
領
下
に
お
け
る
法
律
の
制
定
に
あ
た
っ
て
 

っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
本
法
の
制
定
に
あ
た
 

の
 同
意
を
得
な
け
れ
ば
国
会
に
こ
れ
を
提
出
す
 

渉
 が
行
わ
れ
、
そ
の
記
録
の
一
部
が
現
存
す
る
 
た る っ は た 日 昭 

 
 

と
り
か
か
り
、
二
十
五
年
中
に
 

 
 

本
会
議
を
通
過
、
宗
教
法
人
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
 

 
 

部
民
間
情
報
教
育
局
宗
教
 
課
 

 
 

を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
 
交
 

 
 

具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
 
可
 

 
 

 
 

明
細
 帳
 に
記
載
せ
ら
れ
 

 
 

 
 

、
従
来
法
人
格
を
み
と
 

 
 

 
 

、
宗
教
法
人
と
し
て
 認
 

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

し
こ
れ
は
日
本
国
政
 

席
 お
よ
び
日
本
宗
教
界
の
態
度
と
は
異
質
の
も
の
が
、
 

 
 

ぅ
 事
実
は
争
え
な
い
。
 

 
 

 
 

て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
あ
 

 
 

 
 

な
っ
た
。
更
に
ま
た
 宗
 

 
 

 
 

な
る
と
い
う
事
態
が
生
 

 
 

 
 

不
教
法
人
台
の
も
と
で
は
 

 
 

は
い
 い
 難
い
と
考
え
ら
れ
た
。
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能
 な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
っ
て
、
い
わ
ば
同
床
 

 
 

 
 

検
討
す
る
こ
と
に
す
 

る
 。
 

 
 

 
 

に
よ
る
乱
用
の
規
制
 

 
 

 
 

う
な
い
の
に
法
律
が
欠
 

（
 
ク
 
舟
リ
 

Ⅰ
 
）
 

 
 

 
 

教
育
局
宗
教
課
の
立
場
 

 
 

 
 

ホ
教
界
に
制
度
を
お
し
っ
 

 
 

 
 

を
 尊
重
す
る
こ
と
を
 要
 

（
 
訂
 ）
 

 
 

 
 

た
の
に
対
し
、
米
国
側
 

 
 

を
 明
ら
か
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

そ
も
そ
も
宗
教
団
体
の
法
律
的
地
位
の
付
与
の
為
に
 、
 

 
 

の
 見
解
は
正
反
対
で
 

 
 

 
 

に
 、
宗
教
団
体
 法
 に
か
 

 
 

 
 

か
の
規
制
力
を
持
っ
こ
 

 
 

 
 

制
度
の
成
立
を
定
め
る
 

 
 

 
 

項
 と
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

よ
っ
て
 ，
，
 

」
 
Ⅱ
 
と
 仙
 
孝
三
Ⅱ
Ⅱ
 

，
目
ノ
べ
 

 
 

 
 

規
定
に
よ
っ
て
宗
教
団
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つ
 き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
 

 
 

 
 

条
 の
と
り
あ
っ
か
い
に
 

 
 

 
 

法
施
行
法
第
二
十
八
条
 

 
 

 
 

な
る
道
を
開
い
た
と
 主
 

（
 
銘
 ）
 

 
 

 
 

こ
れ
に
反
し
、
日
本
側
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神 教 占 
と 田 領 
神 体 重 
国 の の 
思 自 刃 
想 、 治 日 

宗教 象 に とそ 
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化 確 超 
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質 の デ 
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変 数 ロ 
草 田 ギ 
し 体 i 
よ の と 
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と 位 て 
し の の 
た 卒 園 
0 等 家 
で 化 神 
あ に ; 直 
っ あ の 
た っ 廃 

。 た 止 
こ 。 と 
れ 根 宗 
ら 頓 教 
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政 価 し 

策 値 て 
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火 元 道 
権 で の 
指 は 存 あ ノ ・、 ，、 、 現 % 七 

突 こ 置 あ 説 法 回 た ら 物 の 
施 れ そ と っ 明 人 の い れ 質 主 所 

  括 {c  宗 で 側 妻 に 

お い て察にはにか 観 細りいし す応祷る面祷 るじ謀 るに っ 研 い 
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の 立 る ま、 明の 目前 べき って 派 、 総 た であ 、そ ｜ 
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懸
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「雄一歩， 陛 」による無目性性論証 

て 証 を で Ⅰ の 

        い   式埋む ニ シ 

  

し で 一 向 念 始 様 他 Z ン 
て ， 」 性 に と ま で の P タ 
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の 式 性 土 庄 あ の ユ タ 

に は の し 者 る 

お 他 い う の が 
い の ず る 無     
て 紐 れ か 自 こ 者 
は 自 と 、 t 生 ォ t 
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@ ． 1 
トコ 

要 形 な 諸 よ 性 て 

視 式 申 ll   

さ と い学う こ派と、 」 
れ な と に す 換 
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タ 当 楡 攻 め   七出りし市内ⅠⅡ 

て 双方 以降 なこ 加行 不弟 し Ⅰ 
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察
す
る
シ
ュ
リ
ー
グ
プ
タ
の
口
入
真
実
 

 
 

由
 」
は
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
時
代
の
他
の
学
 

 
 

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
 他
 

 
 

中
観
議
案
 ヒ
 
（
 
ま
注
ゴ
下
ヨ
 リ
オ
 
N
q
 
（
ゴ
ロ
・
 

 
 

の
 五
コ
 鯉
之
 0
.
 

の
㌧
の
か
り
に
お
い
て
 

も
 
ネ
 、
 



 
 

 
 

菩
提
 道
 

 
 

 
 

」
に
よ
る
 

 
 

 
 

は
 極
め
て
 

 
 

 
 

バ
ー
ヴ
ァ
 

 
 

 
 

の
 先
輩
 ジ
 灯

論
細
疏
ヒ
 

無
 自
性
性
論
 

少
な
い
 0
 プ
 

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
 

ュ
 ニ
ャ
ー
 ナ
 

し あ の の 文 ュ て 
、 る 上 そ で 献 ナ 「 

適 間 で こ あ を （ 離   ろ うる 見高一 的多 
こ し で こ   

め て あ の 性 限り 」 言 Ⅱ 笘 

論 今 る 青侍 に Ⅰ コ 曲 に Ⅰ 

証 ま し 証 お 、 よ 

式 で 、 が い 0  6 
の ほ か ど て し 掘 
真 と っ の 自性 、｜ １のま 0 う 一 一 よ 接 均 んど 意味 シ Ⅰトコ 小生 な な 顧 あ ャ き きお 

l ） 証 

ン 以 は 
タ 来     "  フ 一一 自 
ク 貫 他   、 ン し 等 
タ て の 
持 網 四   代 球 種 
に さ 不 
無 れ 生 
自 て に 

る 性 き よ 
  
  

ヰ生 た る 

  論 の も 

証 で の 
の は の   形 な よ 
式 い う 

と   と に 
し し 中 
て な 観 

固 け 派 
走 れ の 
的 は 創   な な 始 

た と 荘 る 仕 ら 者 
い こ 厳 こ 

。 の 論 と 
書 頒 は 

  
と c@  中 た 少 る 

の 述 観 に く ナ 
関 ィ乍 ， 思 、 獲 と l 
係 の 想、 
を 居 丈 得 し も 以 ガ｜ 

君 辺 研 た 上 ル 
案 に 究 も の ジ 

 
 

o
 ）
の
 

 
 

は
り
 自
 

（
 
也
 ）
 

 
 

に
し
て
 主

著
「
 入
 

 
 

い
る
論
証
 

 
 

法
が
バ
 

 
 

性
で
 

 
 

従
っ
 (28) 28 



「 @% 一   多性 」による無自 性性 論証 

  
（ か 喝 宜 喝 あ 

以か 外人ハ る、 %   

定   @  。 同 ヰ こ 

  L じる 頚 ー えま は 内 る に て Ⅹ 実     
よ 映 に 和   

ぅ 像 存 訳 
に （ す   
" 笘 る の タ 

この 曲こ （・ まの 
" ム ' 冊 ヨ 一 " 
証 守 切 

式 のとの ） ハ   

理 同 存 
白 樺 在 
概 で 者 
念 あ u     真 桂寓 は る。「 
  実 
多 {C 釈 
性 Ⅰ お 

い 
ま @@@ て 
不 無   

成 自 。 訴 人 黍 四 項 
立 十生 

で @@ 
は あ 
ナよ る 
い   加 の 

  
何 ¥@/ 

故 
ナ よ @ 
り = 

ま ｜ 

  

多 
の   

自 て る 、 の 

小生 補 も 五 四 話 
を っ 0 % 褐 釈 
寓佳 た る の の 書 
れ 部 こ 結 要 は 
て   
い 

 
 

 
 

の
 学
者
で
あ
る
こ
と
は
 

 
 

 
 

る
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

入
 真
実
論
 註
 b
 （
 
円
 u
.
 

公
也
）
 

 
 

 
 

目
 ㏄
 
舐
宙
 井
目
 ヨ
ゅ
 
）
 が
 

 
 

 
 

あ
っ
た
と
す
る
記
事
も
 

ハ
俺
 
）
 

 
 

 
 

は
 別
人
で
あ
ろ
う
。
 
少
 

 
 

 
 

｜
 グ
プ
タ
は
八
世
紀
 
初
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、
 心
は
単
一
で
は
 

 
 

 
 

理
仙
 Ⅱ
に
妥
当
で
 

り
が
た
い
。
 

 
 

 
 

ト
は
フ
つ
 

上
し
い
 
二
ノ
ロ
 
五
把
 

 
 

 
 

が
 、
そ
の
よ
う
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

覚
知
主
体
と
の
 関
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

何
を
拠
り
所
と
す
 る 係 な 大 な あ 

 
 

 
 

数
 的
な
も
の
と
な
ら
 

 
 

 
 

 
 

子
は
単
一
の
も
の
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

ハ
 
単
一
性
と
多
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
派
が
舌
ロ
う
よ
う
な
し
 

 
 

 
 

あ
る
い
は
 眼
 ハ
等
 口
 

も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
 

(30 Ⅰ 30 



「佳一夕 性 」 @c よる無目性性論証 

  
し 三 そ 
そ 、 れ 

ま ヰ   
在 を 着 
{C  @  {C 
対 真 よ 
す と っ   
持 田 存 
り 持 在 
が め を 
な た 見 
く め て 
な に い 
材丁 言擢肇 る 

ば 退 場 
"  " 車 じ " 台 

ど （ と 

  
あ 

n   
退官 事が l 
@@ @s 
が ， ） 

生じる嫌悪 

で 客 
あ 孟 

ろ 笘 
ぅ ） 
か 等 
  の 

敵 
が 
生 
じ 
る 

し 
か 
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実
作
用
を
な
す
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

い
う
し
他
世
間
の
 

 
 

ハ
 
世
俗
に
お
い
て
 u
 論
談
す
べ
き
で
あ
っ
て
 、
 n
 そ
れ
 を
し
誰
が
否
定
し
 

よ
 う
か
 。
 

 
 

 
 

の
も
の
と
す
る
。
 

 
 

 
 

な
そ
れ
ぞ
れ
の
 
現
 

 
 

 
 

る
 
（
の
ヰ
ロ
 

ヨ
曲
 
）
 と
し
 

 
 

 
 

に
 常
住
な
時
間
・
 

 
 

 
 

舌
ぢ
 こ
で
あ
り
え
 

よ
 う
か
 。
 

 
 

 
 

と
 多
数
性
と
を
排
除
 

 
 

 
 

と
が
成
立
す
る
。
 

 
 

検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
単
に
 
ハ
 
感
性
的
に
口
 
歓
 ば
し
 い
ユ
 
も
の
（
 笘
 イ
ニ
の
 

ゅ
ヰ
曲
田
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

が
で
き
な
い
。
 

 
 

 
 

も
っ
そ
れ
（
Ⅱ
 刹
 



 
 

一
 

 
 

 
 

山
ヰ
 
囲
 一
せ
 
せ
 ゆ
く
 
曲
ゴ
囲
 
Ⅱ
 
曲
｜
 

（
 
2
 
0
 ）
 

 
 

 
 

わ
 
な
の
で
口
は
わ
は
 

い
ロ
 0
 

 
 

無
目
性
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

る
と
い
う
こ
と
が
成
立
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

      

 
 

 
 

と
 同
様
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

歓
 ば
し
 い
 認
識
 根
 

 
 

 
 

り
は
 、
世
間
的
な
行
 

 
 

 
 

臼
 ）
 
叩
じ
 、
理
由
樹
 

 
 

謬
 は
な
い
。
 u
 

 
 

 
 

よ
っ
て
、
そ
の
 一
 
 
 

 
 

存
在
す
る
。
従
っ
 

 
 

 
 

が
 存
在
し
な
い
。
 

 
 

 
 

れ
た
所
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
 

ゼ
ぎ
 轄
が
）
の
た
め
に
 

  

と 匹 し 
て 有 
の ・ 情 
努 に 

め 利 

  
キ 乞 - え 

目 る 

駒 方 
と 使 
し と 
て し 
い @ イ Ⅰ 

  
屋ハ 

  
て 耳 
u  巴 

コロコリ不都合な - ） でのユ 11  ・ 

  
  
  

彼 
の 

全 

ぬ者 

    
  
  
  
    
  
  ） 
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し
 

イ
み
｜
 

Ⅰ
 

ナ
 
Ⅰ
 
よ
 

論
証
 

性
 

性
 

無
 
目
 

る
 

よ
 

 
 

 
 

」
 性

 

多
 

 
 

離
 

r
 

「
 
入
 真
実
論
 頚
 」
 

一
 、
離
一
夕
性
に
よ
る
無
目
性
性
論
証
 式
 

二
 、
原
子
 説
 批
判
 

 
 

る
い
は
小
乗
に
お
け
 

一
色
・
 
眼
 等
に
対
す
る
批
判
 

四
 １
玉
、
 識
と
 形
象
と
の
関
係
よ
り
す
る
 識
論
 批
判
 

「
中
観
荘
厳
論
 頒
 

 
 

:
 一
 
1
 
一
一
一
一
 

一
四
 ｜
 一
五
 

（
 二
 0
1
 上
ハ
 
0
 ）
 

L
,
 

 
 

 
 

 
  

 

 
  

 

特
に
四
三
、
四
九
、
四
六
等
 

 
 

 
 

の
 論
証
式
を
提
示
 

 
 

 
 

念
の
成
立
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

一
致
す
る
も
の
が
 少
 

 
 

る
 。
 

     
 

ョ
肘
受
 ）
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

一
休
如
何
な
る
も
の
 

 
 

 
 

覚
 な
き
も
の
で
あ
 

る
と
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

た
こ
れ
が
中
道
で
あ
 

 
 

説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

に
な
っ
て
い
る
し
、
 

 
 

 
 

そ
の
よ
う
な
細
か
な
 議
 

 
 

 
 

象
 と
の
関
係
か
ら
す
る
 識
 

 
 

 
 

削
 が
看
取
さ
れ
る
 ｜
 

六
 a
b
 、
自
己
覚
知
 説
 批
判
 

六
 c
d
 
 心
所
説
批
判
 

セ
 、
刹
那
波
 説
 批
判
 

 
 

我
 ・
虚
空
等
 

る
 批
判
 

 
 

一
二
 ｜
一
 三
、
無
自
性
性
の
修
習
 

 
 

等
 の
 教
説
 

 
 

由
 概
念
と
 

が
 不
成
立
と
い
う
誤
謬
は
な
い
 

 
 

止
 す
る
 

 
 

し
 
Ⅰ
 

二
 0
1
 
二
 二
、
結
語
 

に
 対
す
 

0
 基
体
 

セ
六
｜
セ
 八
 

六
二
等
 

六
二
に
対
す
る
「
 註
ヒ
 

一
一
 
1
 
一
 

八
四
 ｜
 

@
 
Ⅰ
 三
 

O
 

/
 
 

Ⅰ
ト
工
Ⅰ
 

ノ
 

一
六
 ｜
 一
九
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「 雄 一夕 性 」による無目性性論証 
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る さ そ プ 冒 明 さ 念 が 

  
実   

  

  
  

  

  

々 れ 前 
の lC  fC  こ 
考 っ お れ 
察 い い ら 
を て て 以 
一 は 探 外 

  
め 荘 こ 一 
る 厳 と 多 
第 論 は ，珪 
人 詮 困 」 
- 一 - 。 " 難 に 三 
褐 に で よ 

、 あ あ る 
且 『 る る 典蒔 

ち 以 と 自 

小 息、 i 生 

の わ 性 
記 れ 論 
述 る 証 

    を 

    

るそ O の ュリ   
グプ れ は 源を 

算 木 タ 

一 め や 
  掲 る シ 
の べ ャ 

論 き l 

証 で ン 
式 あ タ 
に ろ う 
関 う ク 
す か シ 

る 。 タ 
撞 こ 以 



こ
れ
は
第
六
一
喝
の
基
に
 

こ
れ
は
既
に
学
者
に
よ
っ
 

か
 い
 （
 
兜
 8
 ）
第
三
四
四
隅
 と
 

ネ
 
巳
は
あ
っ
 十
 
Ⅰ
も
 、
三
 Ⅰ
 ハ
ツ
 
宰
卿
 

に
も
両
者
を
直
接
結
び
っ
 

わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
淵
源
 

う
 。
し
か
し
我
々
の
今
の
 

さ
て
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
 

o
o
o
l
n
.
 

の
の
 
0
 ）
の
口
耳
 里
却
旺
 

三
 一
六
 %
c
d
 
等
を
引
用
 

八
 諸
存
在
を
あ
る
 ハ
 

在
口
に
は
単
一
な
る
 な

っ
た
も
の
と
し
て
 重
 

て
 指
摘
さ
れ
て
い
る
 通
 

（
㌍
）
 

一
致
す
る
。
と
こ
ろ
で
 

ま
 式
の
直
接
的
な
根
拠
 

け
る
こ
と
は
困
難
な
の
 

関
心
は
こ
の
論
証
 式
の
 

を
 ア
ー
リ
ヤ
デ
ー
ヴ
ァ
 

シ
タ
 は
こ
れ
以
外
に
同
 

釈
ヒ
 （
 つ
 「
の
 
目
ヲ
卸
ハ
 

ト
の
く
 

W
q
 

（
 
ヰ
 

し
て
い
る
。
こ
の
中
で
 

様
態
 u
 に
よ
っ
て
精
察
 

様
態
と
多
数
な
る
様
態
 

 
 

達
し
の
も
の
と
す
る
。
し
か
し
 

 
 

～
 0
 ）
の
口
四
百
論
 ヒ
 
（
の
曲
（
 

目
廿
 

 
 

れ
る
論
証
式
を
補
強
す
る
も
の
 

 
 

す
ぎ
る
。
論
理
的
に
も
時
代
的
 

 
 

中
観
思
想
の
流
れ
の
中
に
あ
る
 

 
 

と
は
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
 

よ
り
直
接
的
な
起
源
の
方
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

ル
テ
ィ
（
 し
註
目
 リ
ガ
 

H
q
H
 

い
 
、
。
 

 
 

喝
 、
第
二
一
 
O
 喝
 c
d
 、
 第
 

も
 最
も
重
要
な
の
は
第
三
六
 0
 褐
 、
即
ち
 

 
 

。
何
故
な
ら
ば
そ
れ
ら
ハ
話
 存
 

（
明
り
）
 

と
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
Ⅴ
（
第
三
六
 0
 褐
 ）
 

ヘ
者
 

在
し
 

ほ
 つ
い
て
 

す
る
。
 

谷
君
 

在
し
 察

さ
れ
る
限
り
の
 

（
Ⅰ
）
 

な
 い
 Ⅴ
 

の
も
の
で
あ
る
。
 

察
さ
れ
る
限
り
の
 

（
 
花
 ）
 

な
 い
 Ⅴ
 

 
 

い
 。
単
一
の
も
の
が
な
い
も
の
に
多
数
の
も
の
も
 存
 

あ
ら
ゆ
る
存
在
者
に
は
ど
れ
に
も
単
一
性
が
存
在
 

ノ
セ
 ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 は
こ
れ
を
根
拠
づ
け
る
た
 し

な
い
 

め
に
、
 

。
単
一
性
の
存
在
し
な
い
も
の
 

ま
ず
こ
の
 喝
と
 極
め
て
類
似
し
 ナ - Ⅰ に し 

次 ム ャ @ 4 

の 多 
褐 数 
レ乞 ，吐 
l @. Ⅱ @ ト Ⅰ も 

用 存 
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「雄一歩 性 」による無目性性論証 

で
あ
っ
て
 、
 他
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
 顕
現
す
る
覚
知
 

（
 
飴
 
W
 
）
 

 
 

Ⅴ
（
第
二
 0
 九
 %
 ）
 

（
 
W
 ）
 

 
 

否
定
さ
れ
る
Ⅴ
（
第
二
一
 O
 喝
 c
d
 ）
 （

 
W
 
何
 
）
 

 
 

 
 

ハ
喝
 c
d
 ）
 

 
 

 
 

す
る
個
所
に
お
い
て
、
 

 
 

 
 

い
る
こ
と
に
関
し
て
直
接
 

 
 

 
 

観
 開
講
 L
 で
、
「
雅
一
歩
 

 
 

 
 

も
そ
の
際
に
は
 

（
 
四
 ）
 

 
 

 
 

Ⅴ
 

 
 

 
 

せ
て
、
こ
れ
ら
は
 通
 計
 さ
 

 
 

 
 

い
る
こ
と
は
、
ダ
ル
マ
 

 
 

 
 

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

は
 異
な
る
と
す
る
も
の
 

 
 

 
 

を
 占
め
る
か
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

式
 あ
る
い
は
第
六
一
喝
 の
 

 
 

 
 

の
 解
釈
を
ま
っ
ま
で
も
な
 

 
 

 
 

よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
て
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も
 適
用
さ
れ
る
よ
 う
 に
 な
 

 
 

 
 

と
い
っ
た
も
の
を
批
判
 

 
 

 
 

対
象
に
入
っ
て
し
ま
う
。
 

 
 

 
 

め
の
曲
Ⅰ
曲
の
邱
 

2
 目
の
 
0
 
㏄
 せ
弗
 
）
 第
 

二
七
 %
 

行
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
 

性
 」
に
よ
る
識
の
蛆
・
目
性
性
に
 

照
 し
て
、
既
に
学
者
に
よ
っ
て
 

な
い
よ
う
に
思
う
。
 今
 我
々
は
 

す
る
に
至
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
 

と
し
て
は
「
 離
 一
孝
 性
 」
の
 論
 

タ
や
 シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 の
 

の
 取
扱
い
方
等
を
拠
り
所
と
し
 

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
 経
量
 

の
 第
三
章
第
二
一
六
 
0
 掲
に
見
ら
 

無
形
象
論
（
 三
 Ⅱ
 
巴
 。
目
安
 卸
隼
曲
 
）
 

教
内
部
に
論
争
が
展
開
さ
れ
、
 

タ
に
 明
確
に
見
て
と
れ
る
よ
 う
 

 
 

言
及
し
た
モ
ー
ク
シ
ャ
カ
ラ
グ
プ
タ
が
「
 

離
 一
孝
 

 
 

 
 

 
 

両
者
間
の
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
 

 
 

｜
 グ
プ
タ
の
「
 入
 真
実
論
 頒
 」
第
一
偶
を
獲
得
 

 
 

依
然
と
し
て
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
 

 
 

無
 自
性
性
論
証
に
至
る
道
程
を
、
シ
ュ
リ
ー
グ
プ
 

 
 

解
釈
、
時
代
は
下
る
が
モ
ー
ク
シ
ャ
カ
ラ
グ
プ
タ
 

て
 推
理
し
て
み
る
以
外
に
方
法
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

い
て
 ヨ
亘
 
評
釈
口
を
述
作
し
た
の
で
あ
る
が
、
 
そ
 

 
 

倒
 （
の
）
の
問
題
を
論
じ
る
際
に
 

、
 後
に
出
て
く
る
 

 
 

る
 。
 彼
 以
後
は
知
の
形
象
の
有
無
を
廻
っ
て
 
仏
 

 
 

後
の
シ
ュ
リ
ー
グ
プ
タ
や
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 

 
 

を
 優
位
に
お
く
立
場
で
綜
合
し
よ
う
と
す
る
学
者
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「 離 一夕 性 」による無目性性論証  
 

 
 

、
 即
ち
 遍
充
 関
係
を
帰
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

法
 に
よ
っ
て
確
立
す
る
と
 

 
 

 
 

も
こ
の
論
証
形
式
の
確
立
 

 
 

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

し
て
分
析
す
る
こ
と
が
 

 
 

 
 

理
か
ら
「
 離
 
一
孝
 性
 」
に
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賢
者
 
ハ
 た
る
中
観
派
口
は
認
め
な
い
。
何
故
 

（
 
乾
 ）
 

い
る
か
ら
、
例
え
ば
空
華
と
同
様
で
あ
る
Ⅴ
 

 
 

情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
 

 
 

お
い
て
無
目
性
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
一
考
の
 自
 

  

 
 

存
在
者
は
真
実
に
お
い
て
無
目
性
で
あ
る
。
何
故
 

 
 

い
て
は
「
内
外
の
諸
存
在
者
」
で
あ
り
、
後
者
に
 

 
 

い
 何
と
な
く
認
識
論
的
な
臭
い
が
残
存
し
て
い
る
 

 
 

る
 無
自
性
性
論
証
は
明
確
な
位
置
を
獲
得
し
た
の
 

 
 

る
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
他
方
で
「
存
在
性
」
 な

ら
ば
 
一
 多
の
目
性
を
離
れ
て
 

 
 

ノ
ュ
 リ
ー
グ
プ
タ
は
「
 外
 あ
る
 

性
を
離
れ
て
 Ⅱ
 
卜
 V
 る
か
ら
 @
 
Ⅰ
 と
 二
二
口
 

な
ら
ば
 
一
 多
の
目
性
を
離
れ
て
 

お
い
て
は
「
自
他
の
語
る
諸
 存
 

の
に
対
し
て
、
後
者
は
よ
り
 外
 

で
あ
る
。
 

に
 根
拠
を
置
く
刹
那
波
 性
 論
証
 



 
 

Ⅰ
 
円
オ
曲
し
笘
 

（
 
"
 

 
 

ヴ
ア
曲
 
く
曲
（
 

一
 

註
 

 
 

 
 

文
集
 b
 
一
九
六
四
、
四
 

 
 

 
 

一
郷
 正
道
「
㍉
中
観
 

 
 

 
 

、
同
 
ち
の
せ
 コ
 
0
 ロ
 ム
の
 

 
 

仏
 所
 、
 二
 0
1
 
ニ
、
 
（
三
六
）
 1
 
 （
四
二
）
 百
 C
 
笠
 ㌔
 

 
 

 
 

㍉
の
 
ヨ
笘
ま
，
 

0
 ロ
・
 
ヴ
ぜ
 ㌧
・
Ⅰ
 

 
 

 
 

ヴ
ゴ
 
倒
く
卸
の
片
ロ
 

仔
 
円
そ
山
田
 

の
オ
 

 
 

ヴ
ハ
 
イ
が
 
円
ト
 

Ⅱ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ト
，
の
 
1
.
 
の
セ
 が
㏄
 甘
由
 
Ⅰ
の
 
｜
 

 
 

 
 

甘
竹
口
 

0
 才
 笘
坤
 
モ
曲
 
ヴ
 甘
ゆ
く
ゆ
 

ゴ
 

㏄
 
そ
ひ
 
Ⅰ
 捨
ぺ
 
。
 宰
ざ
自
ヴ
ゴ
卸
 

せ
 り
ゴ
 

（
 
5
 ）
 
0
 ㌧
・
 ユ
 （
・
 
，
 Ⅰ
Ⅰ
・
 

か
 め
 肚
 ・
の
１
１
 

%
 肚
め
 
・
 
煥
 

 
 

 
 

頚
 ・
細
流
し
二
曲
（
（
 

せ
 p.
 

 
 

 
 

て
 極
め
て
有
効
で
あ
 

 
 

（
 
7
 ）
 
壬
利
 
卸
並
（
一
）
 
み
貧
 
田
川
。
 

 
 

 
 

綱
要
で
あ
っ
て
チ
ャ
ン
 

 
 

 
 

中
論
 疏
 L
T
 プ
プ
 
倒
ゅ
 
）
 と
 

と
バ
 ラ
レ
ル
 な
 文
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

臼
 目
ち
。
お
）
 乙
 N
.
 づ
 

Ⅱ
 む
 ・
田
荘
１
ト
 

の
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「 離 一歩 性 」による無目性性論証 

 
 

下
内
ユ
の
目
玉
 
ヨ
の
 Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
幅
の
オ
寸
 幅
 ユ
 %
 か
ぎ
 
せ
 0
 住
ヨ
ぎ
つ
 の
Ⅱ
 ト
年
 
e
 
寸
口
年
ヨ
 曲
 
か
田
 

 
 

 
 

ガ
せ
 ロ
口
ヨ
 の
ヰ
ト
ト
 

 
 

 
 

 
 

Ⅱ
色
の
寸
 
隼
仁
 ヨ
口
二
ロ
 
才
 

1
 

 
 

 
 

 
 

め
 く
り
宙
の
 
コ
せ
曲
セ
め
毛
ご
ア
 

 
 

 
 

吝
 Ⅰ
 こ
 に
よ
っ
て
 推
 

定
 し
た
。
 

ま
 %
 白
戸
 
の
ヨ
 

 
 

 
 

1
1
 

」
（
東
大
東
洋
文
 

 
 

下
 ）
を
参
照
。
 

 
 

 
 

ち
自
 不
生
は
第
八
 %
c
 

 
 

 
 

論
じ
ら
れ
る
。
 

（
 
H
 ）
 
援
 0
 山
田
 
ヨ
曲
 
「
㏄
 
曲
つ
 
ト
ル
 
隼
 Ⅰ
 
づ
 u
,
 

口
ロ
 

%
 安
 且
捧
 の
め
の
 
曲
 

 
 

 
 

）
の
の
一
の
・
 

之
 ・
 
力
 o
e
 
「
 
ざ
ォ
 

 
 

 
 

0
 目
 "
 ㏄
 ダ
 ㌧
の
円
の
Ⅰ
の
 

す
偉
 
Ⅱ
 
畦
 

Ⅰ
㏄
ひ
の
・
Ⅰ
の
Ⅰ
 

ヱ
コ
 
（
 づ
 0
 ォ
セ
 
0
 
 
ト
 の
の
の
，
の
・
 

ト
 
Ⅱ
 め
 ・
 ト
 
の
の
 

（
 騰
 ）
の
・
 之
 ・
 
力
 o
m
q
 

ざ
ゴ
 @
 
円
ゴ
 
の
い
ざ
の
 レ
 冨
田
タ
ワ
㏄
 め
む
 

 
 

で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
 

 
 

て
い
る
が
本
来
散
文
の
㍉
 
註
 L
 で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

6
 世
俗
的
な
存
在
を
規
 

 
 

 
 

一
 
ゴ
ロ
Ⅱ
 

い
 
Ⅰ
 c
 （
・
の
 

e
 
目
 0
 円
い
 
目
 

 
 

生
れ
た
新
し
い
世
俗
の
規
定
づ
け
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
 

 
 

て
い
る
が
や
は
り
本
来
㍉
註
し
の
 
文
か
 。
 

 
 

 
 

曲
ヨ
 
が
せ
聖
の
旧
 

す
曲
 
Ⅰ
 
兜
 0
 オ
ゆ
 
・
 

 
 

 
 

0
 
圧
が
 
コ
円
 Ⅰ
が
 
コ
匹
ひ
曲
 

0
 コ
 "
 



 
 

 
 

、
ト
 の
の
㏄
 
｜
 ㏄
の
 
，
 Ⅰ
・
㏄
 
づ
  

 
 
 

 
 

曲
 り
 
ロ
コ
 
コ
 （
の
 
コ
ゅ
コ
 
の
 
ガ
 ㏄
・
 ヨ
せ
 の
 
コ
ど
オ
 
0
-
 ヨ
コ
 笘
 七
三
 セ
が
ヰ
ミ
 

Ⅱ
 

 
 

 
 

 
 

ぴ
 五
七
頁
 註
 
（
 
4
 ）
参
照
。
 

 
 

 
 

 
 

は
 
「
雄
一
歩
 性
 」
と
あ
 

 
 

 
 

の
円
 
下
ゆ
方
が
Ⅰ
笘
の
卸
 

コ
ユ
、
 
0
 

 
 

 
 

て
い
る
か
ら
虚
妄
で
 

 
 

 
 

の
コ
 ㏄
 0
 曲
 任
笘
コ
コ
 
ゆ
の
 
由
 

 
 

っ
て
い
る
）
等
が
興
味
を
引
く
。
 

 
 

 
 

そ
日
せ
の
 
描
 こ
㌧
 8
 ヨ
倒
コ
｜
 

 
 

 
 

に
よ
る
。
以
下
も
 

同
じ
。
 

 
 

 
 

卍
 Ⅱ
。
 つ
 ・
 ゎ
一
 
（
・
 
@
 
 

で
 ・
㏄
の
の
 

 
 

曲
圧
ゴ
卸
 

Ⅱ
Ⅱ
。
 
づ
 ・
の
 
一
 
（
・
・
Ⅰ
・
め
の
の
 

 
 

 
 

コ
 ）
の
 
オ
 せ
打
的
の
臣
 斡
の
 
ロ
オ
の
 

 
 

 
 

（
 
曲
づ
 Ⅱ
 曲
年
 せ
が
 
年
曲
コ
笘
 

 
 

 
 

㌧
Ⅱ
が
 
ヨ
倒
 目
リ
イ
 
%
 Ⅱ
田
文
才
 

が
｜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
 か
 セ
く
あ
 申
せ
が
 
ゴ
 
Ⅰ
の
 
q
 一
 

笘
ヨ
ゆ
 
コ
年
ひ
 
曲
ゴ
 Ⅱ
 

（
㏄
）
 づ
 u
q
 
オ
の
ヴ
 
F
m
 
ゆ
 
m
.
 
O
 

口
 ・
 黛
 （
・
 

，
づ
 ・
～
 
つ
 

 
 

 
 

四
頁
、
特
に
二
七
頁
 
以
 

 
 

与
え
ら
れ
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
ぎ
た
 

 
 

 
 

の
ざ
 ・
 
"
 づ
 ・
べ
 う
，
 
年
１
旬
 @
 

 
 

 
 

 
 



「 離 一歩 性 」による無目性性論証 

 
 

 
 

口
 ・
 
簗
皓
コ
オ
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コ
コ
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「
 
@
 
口
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曲
 ・
 ミ
 N
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 ㏄
 0
.
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口
ロ
Ⅹ
年
１
メ
ロ
コ
・
）
の
の
㏄
Ⅱ
の
の
，
 

ダ
 の
の
 
ド
 （
 

 
 

せ
 0
 
コ
が
 こ
 せ
 0
 頭
白
 
Ⅰ
 幅
笘
 
㎏
 斡
 
コ
曲
 
ヴ
 ち
く
い
 
コ
 
ミ
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
サ
ン
ス
ク
 

 
 

 
 

0
 仁
キ
セ
 
。
 円
 Ⅰ
の
ま
の
Ⅰ
 

乎
 

 
 

文
、
ハ
｜
 九
頁
、
 等
 参
照
）
。
 

 
 

 
 

て
い
る
こ
と
、
更
に
 

 
 

 
 

之
 0
 の
の
め
り
の
、
 

靭
 か
の
 
ゲ
 

 
 

 
 

お
ぎ
た
い
 0
 
こ
の
 

 
 

 
 

よ
う
な
事
情
は
㍉
 智
 

 
 

 
 

を
 期
す
る
こ
と
と
す
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D , ヒ， 一ムの神観念の 問題 

ろ は て 問 

 
 

 
 

就
中
 神
 観
念
の
 

 
 

 
 

㈲
神
の
木
性
に
つ
い
 

 
 

 
 

論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
 

 
 

 
 

は
 問
題
を
明
確
に
す
 

た
め
に
、
便
宜
上
三
分
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

   
 
 
 

 
 

 
  

 

本
論
の
目
的
は
、
 
D
 
.
 

ヒ
ュ
ー
ム
（
 

一
セ
一
 

を
 考
察
す
る
に
な
る
。
 

ヒ
ュ
ー
ム
は
 、
 彼
の
「
自
伝
」
（
目
せ
 0
 ま
コ
 

し
か
も
そ
の
領
域
も
成
果
も
実
に
多
彩
で
あ
る
 

は
な
い
が
、
少
く
と
も
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
 

他
は
本
論
で
述
べ
る
よ
 う
 に
、
理
神
論
に
対
す
 

渡
辺
 
喜
 

 
 

主
眼
を
お
き
、
 

Ⅰ
毘
の
 
，
 

 
 

大
半
を
研
 

 
 

に
な
っ
た
直
接
の
 

 
 

師
 た
ち
に
対
す
る
 

る
 懐
疑
で
あ
る
。
 

勝
 

彼
の
宗
教
思
想
 

究
 に
没
頭
し
、
 

動
機
が
定
か
で
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

批
判
で
あ
り
、
 

D
.
 ヒ
ュ
ー
ム
の
神
観
念
 の
 問
題
 



 
 

 
 

欠
乏
・
 生
 、
死
な
ど
 

 
 

 
 

る
 感
情
の
中
で
不
断
に
 

 
 

 
 

向
け
さ
せ
、
か
っ
現
実
 

 
 

 
 

る
 種
の
自
然
的
・
必
然
 

 
 

 
 

 
 

に
お
い
て
、
自
己
の
 

 
 

 
 

宗
教
の
根
拠
づ
け
の
間
 

 
 

 
 

し
か
し
 司
 自
然
史
 口
 

 
 

 
 

、
 他
の
 ニ
、
 三
の
彼
の
 

 
 

 
 

神
な
ど
に
は
極
め
て
 懐
 

 
 

 
 

な
く
、
「
無
智
な
一
般
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

制
約
を
受
け
る
が
 故
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殊
な
 宗
教
的
感
情
を
意
 

 
 

 
 

神
と
の
関
り
に
お
い
 

 
 

な
る
に
す
ぎ
な
い
。
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い
て
の
論
証
で
あ
る
。
 

47 

    ヰ -"  
 

 
 

大
衆
を
極
め
て
意
図
的
）
 

 
 

 
 

 
 

ろ
多
 神
論
的
神
々
に
 っ
 

 
 

 
 

リ
カ
・
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
 

 
 

 
 

は
 近
代
と
古
代
、
地
理
的
に
 

 
 

る
の
で
、
こ
こ
で
の
論
究
は
控
え
た
い
。
 

の
さ
て
、
以
上
の
論
証
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
 

 
 

よ
う
と
す
る
。
（
 

5
 ）
彼
は
「
自
然
 

問
 

 
 

 
 

ぎ
田
 憶
を
知
る
こ
と
に
な
 

る
 。
 

 
 

 
 

か
も
日
常
的
に
親
し
 

 
 

（
 
4
 ）
 

 
 

 
 

ぬ
 な
る
も
の
の
諸
原
因
 

も
 、
人
間
の
日
常
的
な
実
践
的
な
生
活
経
験
の
中
で
、
 

 
 

く
の
で
あ
る
。
こ
の
 過
 

 
 

 
 

何
ら
か
の
「
超
越
的
な
 

 
 

 
 

大
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
 存
 

 
 

 
 

、
ひ
と
つ
の
単
一
な
存
 

 
 

 
 

「
人
間
の
思
惟
の
自
然
 

 
 

 
 

 
 

全
 な
も
の
へ
と
志
向
す
る
 

 
 

 
 

移
り
ゆ
く
の
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

、
迷
信
・
偶
像
崇
拝
 

 
 

 
 

 
 

わ
，
は
 一
種
の
知
的
モ
チ
 

 
 

 
 

釈
し
て
い
る
が
、
多
少
 

（
 
6
 Ⅰ
 

 
 

 
 

す
と
こ
ろ
の
ひ
と
っ
に
 

 
 

 
 

為
の
問
題
に
あ
っ
た
の
 

 
 

 
 

態
 を
あ
り
の
ま
ま
に
 認
 

（
 
ワ
，
 

）
 

 
 

 
 

考
え
ら
れ
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

る
 永
遠
な
る
一
神
で
 

 
 

 
 

多
様
に
即
応
し
て
得
ら
 

れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

い
て
も
可
能
で
あ
ろ
 

 
 

に
つ
い
て
石
千
考
察
し
て
み
た
い
。
 

周
知
の
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
に
お
い
て
は
、
 

 
 

ち
び
か
れ
る
。
従
っ
 

 
 

 
 

し
か
し
彼
の
認
識
論
で
 

は
 、
こ
の
問
題
が
積
極
的
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
 

 
 

ど
め
よ
う
と
思
う
。
 

 
 

 
 

0
 コ
の
㏄
（
）
 

0
 コ
で
 士
の
Ⅵ
 

ワ
、
 

 
 

で
あ
る
。
前
者
は
た
と
え
ば
 快
 ・
不
快
の
如
き
印
象
 で
、
い
わ
ば
根
元
的
に
心
 

3
%
 

）
 コ
 宙
に
現
れ
る
が
、
そ
の
原
因
は
不
可
知
で
あ
る
。
 

 
 

に
 対
す
る
情
意
の
反
応
に
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D . ヒ， 一々の神観念の 問題  
 

 
 

希
望
・
恐
怖
の
如
き
印
象
 

（
Ⅰ
 

0
 
）
 

 
 

 
 

場
合
田
 9
0
 
（
日
の
日
。
 
屯
 

 
 

 
 

）
 
0
 目
 0
 Ⅱ
笘
の
の
 

O
C
 

）
が
づ
片
 

0
 コ
 0
 Ⅰ
 

（
 
0
4
 
）
 

日
田
の
の
法
則
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

、
印
象
と
し
て
経
験
 

 
 

 
 

の
 関
係
の
場
で
あ
る
心
に
 

こ
れ
ら
が
理
解
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
 

 
 

な
い
の
で
、
一
般
観
念
 

の
の
 目
 三
日
 8
 う
と
し
て
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
 

 
 

（
二
ロ
・
 簿
 ）
と
か
、
 
あ
 

 
 

 
 

反
省
な
り
で
経
験
さ
れ
る
 

 
 

 
 

 
 

的
な
在
り
方
な
り
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

な
 論
理
で
説
明
さ
れ
 

 
 

 
 

定
の
結
果
を
生
み
出
す
こ
 

 
 

 
 

 
 

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
 

 
 

 
 

 
 

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
 

 
 

 
 

ユ
 ー
 ム
 は
、
あ
る
事
物
の
 

 
 

 
 

 
 

い
わ
ば
習
慣
的
に
き
め
 

 
 

 
 

 
 

（
日
日
，
 
づ
 ・
㏄
の
の
）
 

 
 

 
 

の
 レ
ベ
ル
に
お
い
て
 
語
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生
の
出
来
事
に
対
す
 

 
 

 
 

数
 に
帰
着
す
る
。
そ
し
 

 
 

 
 

徳
性
を
兼
備
し
た
も
の
 

 
 

 
 

て
こ
こ
に
展
開
す
る
 神
 

 
 

 
 

様
 そ
の
営
み
に
関
わ
る
 

 
 

 
 

万
全
な
神
々
」
 由
ヨ
 ざ
の
 
隼
 

 
 

 
 

っ
て
自
己
の
生
存
の
安
 

 
 

 
 

ま
た
商
人
が
目
 u
*
n
E
 

（
 
せ
 

 
 

々
の
一
群
で
充
満
す
る
」
（
 旧
 ・
 ゃ
 
下
お
）
。
 

 
 

 
 

変
転
盛
衰
の
運
命
に
 

 
 

 
 

た
る
人
間
本
性
 ゴ
 二
）
コ
ロ
コ
 

ヰ
 一
 

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
常
に
人
間
の
 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

最
初
の
神
観
念
の
形
成
の
問
題
に
も
符
合
す
 

以
上
か
ら
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
神
観
念
は
 、
人
 

緒
 に
密
接
に
関
係
し
た
極
め
て
ダ
 イ
 ナ
ミ
ッ
 

も
ち
、
そ
れ
が
い
か
様
に
人
間
生
活
に
関
わ
 主

体
的
な
生
活
経
験
が
基
盤
で
あ
り
、
 

こ
 

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
 

間
の
経
験
か
ら
必
然
的
に
導
出
さ
れ
る
も
 

ク
 な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
 

っ
て
い
る
か
を
以
下
に
お
い
て
考
察
し
て
 み で の の 

点
で
こ
れ
は
、
前
述
の
㍉
自
然
史
 L
 
に
お
け
る
 

 
  

 

囲
 
)
 

 
 

で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
人
間
の
感
情
や
情
 

、
か
く
し
て
得
ら
れ
た
神
が
い
か
な
る
本
性
を
 

-
 た
い
と
思
 う
 。
 



 
 

 
  

 

 
 

 
 

左
右
さ
れ
る
も
の
で
 

・ ヒ，一ム の神観念の問題 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
１
ヒ
ュ
ー
ム
の
表
現
 

 
 

 
 

そ
れ
の
準
拠
す
る
と
こ
 

 
 

 
 

 
 

ふ
め
 説
く
こ
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Ⅰ 

ネ土 

ア 
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関 
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し 
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提 
体 
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文
献
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 が
簡
略
で
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o
H
 

）
Ⅰ
 

フ
お
 0
 １
 ）
 申
 H
.
 
 

に
次
の
記
述
が
あ
る
 

 
 

 
 

る
 だ
ろ
う
。
そ
れ
 

 
 

 
 

し
か
し
、
こ
の
 

 
 

 
 

透
 し
あ
 い
 吸
収
し
あ
 

 
 

 
 

理
解
可
能
な
ら
し
め
 

る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

、
ト
 
の
の
の
）
 
づ
 ・
め
田
田
 

 
 

 
 

コ
の
，
ト
の
ト
申
、
ト
ゆ
 

肚
の
 

 
 

れ
て
い
る
。
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）
・
の
・
（
（
㍉
 

斡
コ
の
 
・
）
・
  

 
 
 

 
 

一
 
，
 O
E
 一
 
（
の
 
0
 （
（
 
ゴ
 の
の
Ⅱ
 窯
オ
の
 （
 
曲
円
印
ア
 
ト
の
の
の
 

 
 

析
 手
順
を
対
照
さ
せ
て
示
し
た
い
と
思
 う
 。
 

 
 

 
 

に
関
す
る
具
体
的
な
 

 
 

こ
そ
捉
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

）
等
は
、
そ
の
よ
い
 例
 

（
 
7
 ）
 

 
 

 
 

に
 接
近
す
る
こ
と
が
 可
 



け 御 浄 せ う た 

  

し 態 罪 の Ⅱ な ば カ ル こ の 
た 、 の 祭 ブ 機   二 ト で 神 
事 我 人 日 う 構 『 ス 、 問 格 

ム イ 題 tc 
を タ に っ 
再 り な い 

6 ） い ン 

  
  あ い は ロ 

っ （ て 偶 l 

保 一 対 
存 致 照 
さ で し 
れ は た 
た な こ 

とに 宗教く、 
的 ィ よ 
ノ ン っ 

カ ド て 
二 Ⅱ わ 
ス ョ か 

ム l つ 
0 ロ た 
    
つ パ つ 

の 諸 の   痕 民 事 
跡 族 実 
な の は 
の 梅 沢 

ャ生 出 の し な   で 東、 の 
格 し 祓 て る       あ （ 事 
は た の 、 三 Y  l 6 4 を 

。 ン 明 

ゴっ ド ら 

ね 、 か     フ 1;;)  イ Ⅰ こ 

れ 々 場 う い と ド れ ぅ し 

て ン す フ ラ イ に の 、 ノ た 

し ド 6 ％ 組 ン 存 
ま に 人 ン み ド 在 

努 ）   
力 と っ 

っ お 身 が 合 の し は 極 ま 

 
 

 
 

い
る
。
 

（
 
6
 ）
日
本
で
は
松
村
武
雄
、
古
野
清
人
以
来
幾
つ
 

四
年
）
が
あ
る
。
 

（
 
7
 ）
特
に
 、
し
 e
 
一
 
n
o
E
 

笘
 ，
 宝
 ：
 目
 ミ
ヨ
の
 
で
ア
ペ
 

0
 臼
 （
 
e
.
 

一
 

か
 紹
介
が
あ
り
、
最
近
で
は
、
 

㌧
 卸
べ
ざ
 
"
 ト
 
の
白
の
・
で
 

づ
 ・
 笘
｜
 ㏄
Ⅱ
 吉

田
敦
彦
 

は
見
落
す
 「

ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
日
本
神
話
 L
 
 （
み
す
 ず
 
・
一
九
七
 

 
 

 
 

 
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
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いの） の，ト Ⅰ口ヒ 
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ブ
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㎏
 
べ
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の
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・
㏄
㏄
 
、
 ㏄
の
の
 
ヰ
 
の
・
）
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
（
旨
い
口
仁
，
 

目
 ，
の
 
A
,
0
9
 

化
の
日
・
の
曲
 

蕾
 づ
り
 
田
す
 
如
し
 
弓
倒
 
す
 
ョ
曲
コ
 

a
 
、
目
、
 
や
ナ
こ
 

承
 

 
 

醗
酵
す
る
も
の
に
触
れ
る
の
を
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
 
（
下
白
ヨ
幅
の
目
 

0
 一
 ㌧
三
 %
 
曲
 Ⅱ
 
ロ
コ
 
0
-
 

と
 

 
 

 
 

生
命
と
が
与
え
 ろ
 

 
 

 
 

ド
の
 フ
ラ
フ
マ
ン
 

 
 

 
 

そ
れ
を
 デ
ユ
ノ
ジ
 

従
っ
て
列
挙
し
て
み
よ
う
。
 

 
 

 
 

い
と
さ
れ
て
お
 

 
 

 
 

，
う
な
い
事
に
な
っ
 

 
 

 
 

物
 に
乗
っ
て
は
な
 

い
と
さ
れ
て
い
る
。
（
 
ヨ
リ
コ
 
E
,
 目
 ，
に
 0
 ）
 

 
 

 
 

の
 煙
を
避
け
る
 
 
 

る
 事
に
な
っ
て
い
る
。
（
口
目
二
ミ
・
 S
.
 ）
 
o
9
 

れ
る
 

と
ロ
 

/
L
@
 

ノ
 Ⅰ
 
し
 

り
、
 

て
い
 

ら
な
 

べ
き
 



 
 

 
 

規
則
で
あ
る
よ
う
な
 

 
 

 
 

（
 
時
 的
な
構
造
の
中
に
取
 

 
 

 
 

く
 全
体
と
い
う
機
能
は
 

 
 

 
 

大
し
変
形
し
て
い
く
 全
 

 
 

 
 

小
数
 的
 表
象
の
中
に
含
ま
 

 
 

 
 

る
 。
そ
う
し
た
メ
タ
 モ
 

 
 

 
 

の
神
器
 は
 

 
 

 
 

れ
の
神
々
 
 
 

 
 

の
神
々
 と
 

 
 

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
 

3
 ）
 

そ
れ
ぞ
れ
 

に
は
固
有
 

の
結
び
っ
 

 
 

 
 

竺
 そ
れ
ぞ
れ
 

 
 

 
 

固
定
的
な
も
 

 
 

 
 

ち
 入
る
の
が
 

 
 

 
 

そ
れ
自
身
 比
 

 
 

 
 

い
く
か
ら
で
 

 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
々
」
（
）
の
の
め
）
に
次
の
よ
う
な
表
現
 
が
 見
ら
れ
る
。
 あ 校 閲 の の る の で 社 

。 頻 出 は 会 
デ 推 で な の 
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。
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シ
ー
ザ
ー
が
こ
の
時
に
催
し
た
が
 ペ
ル
 

元
 前
四
十
四
年
の
こ
の
祭
に
つ
い
て
は
、
 

を
と
げ
て
お
り
、
 
ル
ペ
ル
キ
 は
三
組
に
分
 

幾
つ
か
の
筋
書
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
 

ば
 不
妊
の
呪
い
が
落
ち
る
」
だ
け
は
依
然
 

ル
ペ
 ル
カ
ー
リ
ア
祭
の
名
称
に
つ
い
て
 

レ
ム
ス
が
 牝
狼
に
 六
月
て
ら
れ
た
洞
穴
の
名
 

 
 

っ
 た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
 

 
 

こ
の
時
代
に
は
祭
も
だ
 

（
Ⅰ
 

4
 ）
 

 
 

の
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
 

 
 

祭
の
競
争
で
誰
か
に
触
っ
て
 

 
 

存
続
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

地
点
で
、
か
っ
て
双
生
児
 ロ
 

 
 

あ
ろ
う
。
だ
が
、
 
ル
ペ
ル
ヵ
 い

ろ
。
 紀
 

ぃ
ぶ
 変
貌
 

し
か
し
、
 

も
ら
え
れ
 

ム
 ル
ス
・
 

｜
 リ
ア
 祭
 

 
 

 
 

た
ち
の
話
で
は
、
 子
 

 
 

ら
え
れ
ば
不
妊
の
呪
い
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
だ
」
 

 
 

い
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
そ
の
時
二
人
は
笑
う
こ
 

 
 

祭
 に
お
い
て
、
去
年
の
収
穫
の
初
穂
か
ら
作
ら
れ
 

巫
女
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
事
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

ほ
ぼ
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
祭
の
中
心
を
な
す
 

 
 

要
 モ
チ
ー
フ
と
し
て
か
な
り
古
く
か
ら
有
名
だ
っ
 

 
 

 
 

ん
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
 

の
は
言
う
ま
で
も
な
く
 ル
ペ
ル
 

た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
シ
ェ
 

シ
ー
ザ
ー
は
ア
ン
ト
ニ
ー
を
 呼
 

と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
 
こ
 

た
ヨ
 0
 団
の
餌
き
が
ウ
ェ
ス
タ
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ハ
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ウ
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ナ
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0
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て
も
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れ
わ
れ
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ル
ペ
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ス
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ペ
ル
 

 
 

 
 

も
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な
の
は
、
既
に
 セ
 

 
 

 
 

に
よ
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て
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持
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れ
て
い
 

 
 

 
 

ペ
ル
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い
は
六
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る
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す
な
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、
三
毛
 Y
 

 
 

 
 

だ
。
豊
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司
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、
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ら
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デ
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パ
ー
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長
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ク
ス
 と
 フ
ラ
ー
 

 
 

 
 

」
か
ら
判
断
し
て
、
 
ヴ
 

（
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Ⅰ
）
 

 
 

 
 

。
つ
ま
り
、
祭
の
は
じ
 

 
 

 
 

え
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
 古
代
ロ
ー
マ
の
 歴
 

 
 

 
 

と
り
あ
げ
て
い
る
。
 
す
 

 
 

 
 

た
ち
が
幼
か
っ
た
 頃
牝
 

 
 

 
 

る
 。
血
の
つ
い
た
ナ
イ
フ
 

 
 

 
 

二
人
の
養
育
の
追
憶
 だ
 

（
十
名
）
 

と
い
う
の
で
あ
る
。
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

承
 を
と
り
あ
げ
て
い
 

る
 。
 

 
 

 
 

0
 あ
る
日
、
ロ
ム
 
ル
 

 
 

 
 

だ
と
い
う
知
ら
せ
が
 入
 

 
 

 
 

を
 追
い
散
ら
し
て
し
ま
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
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る
」
と
 

舌
口
っ
た
と
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ら
れ
る
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し
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ロ
ー
マ
を
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ト
占
 官
は
 、
そ
れ
を
、
 壮
 山
羊
の
皮
 

ぅ
 ）
と
解
釈
す
る
。
 

ル
ペ
 ル
カ
ー
リ
ア
祭
で
の
 ル
ペ
ル
キ
 

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
フ
レ
 イ
ザ
 

八
 者
を
払
拭
 し
 、
共
同
体
の
安
全
 と
幸
 

い
う
こ
と
は
、
騎
士
階
級
の
若
者
た
ち
 

ウ
ォ
ー
ド
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
に
よ
れ
 ば
 

で
、
供
犠
、
血
を
塗
り
つ
け
た
り
拭
っ
 

り
 初
期
の
儀
礼
の
残
存
で
あ
る
。
（
 2
 

の
丘
を
ま
わ
っ
て
走
る
こ
と
等
が
属
す
 

特
に
、
二
人
の
若
者
へ
の
血
の
儀
式
 

ゥ
ス
 は
、
当
時
か
ら
こ
の
祭
儀
を
 フ
 ル
 

ス
と
 レ
ム
ス
は
マ
ル
ス
と
レ
ア
・
シ
ル
 

樹
 ）
の
下
で
 牝
狼
 に
よ
っ
て
 育
 ・
て
ら
れ
 

 
 

ろ
 う
 
（
土
地
は
豊
か
に
な
る
で
あ
ろ
 

 
 

、
こ
の
祭
が
豊
 飴
 
（
再
生
）
儀
礼
で
あ
 

 
 

な
 悪
魔
の
追
放
な
の
で
あ
る
。
邪
悪
な
 侵
 

 
 

ス
と
 レ
ム
ス
が
競
っ
て
走
り
ま
わ
っ
た
 と
 

 
 

謁
 す
る
の
で
あ
る
。
 

（
 
ノ
丹
 

）
 

 
 

（
 
1
 ）
特
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
儀
礼
 

 
 

フ
ル
 ア
 で
打
つ
こ
と
、
こ
れ
等
は
か
な
 

 
 

｜
プ
 
に
わ
か
れ
る
こ
と
、
パ
ラ
テ
ィ
ウ
ム
 

る
 。
 

 
 

ハ
リ
力
 ル
ナ
 ッ
ス
ス
 
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
 
シ
 

（
 
5
 ）
 

 
 

し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ロ
ム
 ル
 

 
 

ス
 
（
乳
母
の
女
神
と
し
て
の
 ィ
チ
ヂ
ク
 の
 

（
 
6
 ）
 

 
 

密
接
な
親
近
性
を
示
す
こ
と
は
周
知
の
 

 
 

 
 

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
 

 
 

。
（
 
杜
 山
羊
が
イ
タ
リ
ア
の
女
達
を
犯
す
の
だ
 ノ
 ・
）
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1
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エ
ヴ
ァ
ン
 ス
 も
こ
れ
等
 

（
 
0
0
 

）
 

 
 

 
 

も
 
）
 
0
 甘
で
の
・
 

ぬ
口
 
q
0
 
ロ
の
 
（
 
人
 

 
 

 
 

に
は
、
猿
神
信
仰
の
歴
 

然
 た
る
形
跡
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
 。
若
者
た
ち
は
 実
 

 
 

 
 

で
 拭
き
と
る
こ
と
に
よ
 

 
 

 
 

レ
イ
ザ
 L
 
 
フ
ァ
ー
 ネ
 

 
 

 
 

死
と
 春
に
お
け
る
 復
 

 
 

 
 

を
 
日
金
枝
篇
 L
 の
中
で
 幾
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
 

 
 

 
 

代
 の
も
の
と
推
定
さ
れ
 

る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

田
 
0
 （
清
め
）
と
表
現
 

 
 

 
 

な
り
古
く
か
ら
の
も
の
 

 
 

 
 

も
 見
出
す
こ
と
が
で
き
 

 
 

 
 

 
 

と
 司
法
と
が
結
び
っ
 い
 

 
 
 
 
 
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

笘
と
 呼
ん
だ
こ
と
で
 
7
 



註
 

 
 

Ⅱ
（
 
締
 む
 コ
 。
 ダ
の
コ
 
・
 ト
の
 
ト
 
ド
 
）
・
Ⅰ
・
 
印
ト
づ
、
コ
，
の
 

（
 
2
 
 
）
㌧
 イ
臣
円
笘
 

Ⅱ
。
 
プ
 -
 
 
刃
 。
 ヨ
 三
年
の
㏄
 
田
 

 
 

 
 

Ⅰ
 0
 コ
ロ
 
0
 臣
 ・
 ト
の
 
Ⅱ
 卜
 
）
Ⅰ
 づ
 

 
 

 
 

の
 
）
 で
 Ⅰ
・
 ト
 
㏄
の
１
１
目
の
吋
 

 
 

 
 

～
 
｜
き
 ・
な
ど
を
 参
 

照
 。
 

 
 

の
申
の
・
 

づ
 ・
㏄
 
ト
 
㏄
 

 
 

 
 

え
ら
れ
る
。
こ
の
祭
で
 

 
 

 
 

，
ド
ゴ
の
 

臣
 ）
 
ロ
の
 
（
の
曲
Ⅱ
 

づ
 

年
三
幅
の
 
，
お
 ）
 ど
ワ
ミ
 ・
 戸
 
P
 
 を
も
参
照
。
 

 
 

 
 

ペ
ル
キ
 の
容
姿
か
ら
 判
 

 
 

 
 

て
 存
在
し
た
と
考
え
た
 

 
 

 
 

モ
チ
ー
フ
を
取
入
れ
た
 

と
 見
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

し
た
の
が
、
デ
ュ
 
メ
 

シ
 ル
の
研
究
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 山
羊
の
皮
を
身
に
っ
 (76    

 
 
 

 
 

 
 

接
狼
 と
し
て
表
現
し
 

 
 

あ
る
。
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し
て
、
沐
の
 
コ
 （
凹
目
 

0
1
=
 

ア 

の 彼 
神 は 
話 既 
  tc 

儀 処 
社 友 
群 作 

が 、 「 不 
ア 死 
ン の 

フ 。 き % 
ロ 宴 
ワ L 
ジ （ ） 1 ゆ はか 

（ ） 

の中 神酒） 

に て 
ま - 

  

  
  
祝 そ 
看 し 

  
モ 

臼キ チ｜ 

  
き め 
継 イ 

い オ 
で 二 

  (77) 

根
本
的
な
発
想
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ニ
 と
い
う
の
が
、
そ
の
 

 
 

に
よ
っ
て
 好
 ん
だ
 牝
狼
 に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
。
 

 
 

Ⅱ
。
 
仁
ヌ
 リ
コ
 
印
 ざ
 り
 プ
ロ
の
 

年
ざ
 
0
 Ⅰ
Ⅱ
 
坤
 コ
の
が
 

コ
 Ⅰ
由
の
由
。
二
の
 

@
 
 
づ
 ・
の
 目
 

 
 

 
 

の
 
（
 
0
 屯
 0
 
 
口
の
の
 
刃
由
ト
幅
 

p
o
 
コ
の
 

目
付
 
目
 （
 ド
 
0
%
 
巾
 ）
づ
つ
・
 
ト
 
N
 ㏄
 
l
 出
鼻
白
 

 
 

 
 

て
そ
れ
を
拭
 う
 こ
と
に
 

 
 

 
 

し
 こ
か
ら
、
 
ル
ペ
ル
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゴ
仁
 
3
%
 

ヨ
の
。
 

ヨ
 ま
目
 ヨ
，
 

参
照
。
 

 
 

申
 ㏄
・
Ⅰ
・
の
 
ト
 
の
 

五
 

 
 

 
 

お
い
て
で
あ
る
。
 
そ
 

 
 

 
 

の
 構
成
上
の
一
致
を
証
 

 
 

 
 

ル
ヴ
ァ
、
ケ
ン
タ
ウ
 ロ
 



ヴ し て 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

ぬ
 羊
の
ひ
げ
を
 つ
 け
 

 
 

 
 

神
話
的
伝
承
の
例
 と
 

 
 

 
 

ヴ
ァ
ス
と
 清
女
ウ
ル
 

ァ
 シ
ー
と
の
対
話
篇
を
引
用
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

が
あ
る
。
そ
の
 

 
 

 
 

危
険
に
さ
ら
さ
 

 
 

 
 

束
し
 予
示
す
る
 

（
 
4
 ）
 

の
も
の
で
あ
る
」
 

日
々
 

ね
 た
 

た
め
 

 
 

 
 

者
の
魂
（
祖
先
の
羊
一
正
）
 

と
の
っ
 な
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

て 「 

ケン いる（ 3 
し ） タ 

ウ 
  
  

に関 

す 
る 

多 
{ 
の 

Ⅰ一 ム 
承 
は 

ギ 
  

、 ン 

ア 

  

  
/ しノ 

ガ 
  
ア 
の 

祭儀 

に し 

登 
場 
す 
る 

仮 
装 。 
行 
Ⅱ タ 

の 

筋 
書 
き 

の中 

も亡 

要 
約 
さ 
力工 

(78) 

 
 

一
 を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 



ルペ ルカーリア 祭 @c おける儀礼と 伝承 

 
 

 
 

か
わ
ら
ず
、
そ
 う
 

 
 

 
 

的
で
神
で
も
悪
魔
で
 

（
 
7
 ）
 

 
 

の
で
あ
る
」
 

 
 

 
 

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 

ン
ダ
ル
ヴ
ァ
が
年
の
変
換
に
関
す
る
こ
と
は
既
に
 ホ
 プ
キ
ン
ス
（
 ヱ
 0
 づ
ニ
 二
の
 
，
 79  (79) 

 
 

 
 

界
 に
生
き
る
人
間
の
 

 
 

 
 

て
 次
の
よ
う
に
推
測
し
 

十
ん
 

1
 
-
 
ハ
 
Ⅰ
。
 

フ
 ル
 

の
前
に
 

再
び
天
 

の
歎
く
 

に
プ
ル
 

放
浪
 す
 

（
 
6
 ）
 

ん
だ
。
 

 
 

 
 

ル
ヴ
ァ
 シ
｜
 

 
 

 
 

ち
は
彼
女
を
 

 
 

 
 

ん
だ
。
彼
女
 

 
 

 
 

か
し
て
彼
女
 

 
 

 
 

女
を
求
め
て
 

 
 

 
 

る
こ
と
を
 選
 



註
 

 
 

い
 の
・
Ⅰ
・
は
 
申
 Ⅱ
 

 
 

 
 

が
あ
る
。
仮
面
に
つ
い
 

 
 

 
 

参
照
。
 

 
 

い
 の
・
づ
つ
・
 
ト
の
 
白
１
ト
の
の
・
 

ロ
 ・
 い
 

（
Ⅰ
 
廿
 ）
 
ヂ
す
ヂ
ヰ
 

：
 づ
 ・
 ト
申
 

 
 

 
 

に
そ
れ
は
馬
が
好
色
で
 

あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
 

（
 
6
 ）
 
勾
は
せ
 の
Ⅰ
 

p
.
 
w
o
.
 
 

の
の
 

（
 
7
 ）
 
し
日
コ
か
ふ
 

）
 
，
の
 ・
・
三
一
（
（
 

曲
 l
 イ
 p
q
 
け
コ
 
p
,
 
 

ト
ゅ
ト
 

の
・
神
の
の
 

 
 

扮
 し
た
と
い
う
事
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
）
 

 
 

 
 

あ
る
。
マ
ン
ハ
ル
ト
 

 
 

性
が
 鋤
や
木
の
幹
に
っ
な
が
れ
た
と
い
う
し
、
ま
た
、
 衣
裳
の
交
換
は
そ
の
 最
 

も
 一
般
的
な
表
現
で
あ
る
。
 

 
 

劇
の
 モ
チ
ー
フ
の
共
通
性
を
も
っ
て
、
ガ
ン
ダ
ル
 ヴ
 ァ
 （
イ
ン
ド
メ
ル
 ペ
 

 
 

 
 

つ
い
て
も
簡
単
に
検
討
 

し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

登
場
し
、
㈲
 女
 
（
ウ
ル
  
 
 
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 
ル
ペ
ル
カ
 

 
 

 
 

に
な
る
。
（
ロ
ー
マ
 
苗
娃
 ㏄

 
(
 
)
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与
す
る
現
実
は
同
一
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

(81) 

  放 S が 母 ぁ 目 

デ 

そ 

  

キ ま 
  タ の 

3'C 
ト "  日 

緩 声 
ダ 学 

的な の 
      

，カ り、 語根   

にした 帥目 の し、 ロ の 

0  目 
で ' 

  
:  な 

のの Ⅱ㏄ 

リ 0 % 

れ っ 
  

  

里 、 v   ト 』 ㌢ 
くつ 

ドゆ o. ら ㏄ 

の 
ぴコ 

る ロ 0 目 

が デ 
    

と そ 
関 メ     目 ゴ l 社 の 

  

  
） お マ 

Ⅰ @  ヒ オ 0  @- . Ⅰ " ミ 

    

  
  
    
つ 
い弓 。 
て 三 Ⅰ " の 

勺圭 岸   
  
隼汀 の 

O o 力 o 

ヨ 曲目 屈団コ 

輻 " 0 の。 ㌧ の 

Ⅰ ロの せ - ・ 

  
鮨し 

下呂 
    

岸の、 中 
    

肝 づす ㏄の 0 

（ 刃 

同 古ヨ 。 
代豊 



 
 

 
 

こ
と
に
成
功
す
る
。
 

 
 

 
 

キ
も
 ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
も
 

 
 

 
 

も
 二
種
類
の
祭
司
集
団
 

 
 

 
 

マ
 ）
と
、
一
年
の
う
ち
 

 
 

 
 

秩
序
を
守
り
、
後
者
は
 

 
 

 
 

ぇ
 ら
せ
、
混
乱
の
中
で
 カ
 

 
 

 
 

を
 断
っ
て
い
る
。
ガ
ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

断
 す
る
。
ま
た
、
フ
ラ
フ
 

る
 。
 ル
ペ
ル
キ
 は
 、
 鞭
の
 

 
 

 
 

一
人
に
な
る
 V
 筋
書
き
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

羊
を
供
犠
に
捧
げ
る
 

 
 

 
 

る
が
、
フ
ラ
ー
メ
ン
・
 

 
 

 
 

よ
く
焼
け
て
い
な
い
 肉
 

 
 

 
 

ル
ペ
ル
キ
 は
人
々
を
 鞭
 

 
 

 
 

リ
ス
と
フ
ラ
ー
ミ
ニ
カ
 

 
 

ヵ
ッ
フ
 ル
を
な
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
 

(82) 82 
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れ
は
中
世
ゲ
ル
マ
ン
 社
 

 
 

 
 

カ
ー
リ
ア
祭
は
そ
の
 ロ
｜
 

 
 

 
 

世
界
で
は
日
常
生
活
と
 

 
 

 
 

 
 

に
 両
者
の
機
能
的
な
平
衡
（
 

 
 

 
 

 
 

ペ
ル
キ
 ）
が
平
常
の
祭
司
 
8
 

 
 

是
は
 集
団
（
 ル
ペ
ル
キ
 ）
は
、
民
族
誌
の
 

 
 

依
拠
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
す
べ
 

 
 

、
日
常
の
宗
教
と
全
く
反
す
る
活
動
に
よ
っ
 

（
 
2
 ）
 

な
く
結
び
つ
く
の
で
あ
る
」
 

教
え
る
 

て
の
 未
 

て
、
逆
 

一
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
 

開
 社
会
に
見
出
す
こ
と
が
 

に
、
公
の
宗
教
と
こ
の
上
 

で
あ
 

に
よ
 

ら
さ
 

る
ケ
 

さ
れ
 

ソ
 
レ
 ペ
 

彼
 

 
 

キ
と
 の
 

 
 

に
な
る
 

 
 

復
さ
せ
 

 
 

タ
 ウ
口
 

（
Ⅰ
 

八
 
）
 

 
 

ま
、
ま
ヰ
｜
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

い
 の
も
㏄
 

  

 
 

摘
 す
る
 

 
 

で
 危
険
 

 
 

１
％
 

し
ヰ
 

ブ
 

 
 

承
の
中
 

 
 

ず
か
に
 

で
 次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
 

こ
と
 

に
さ
 

お
け
 

に
残
 

こ
の
 



の
 

 
 

（
 
ル
ペ
ル
キ
 

十
社
山
羊
）
と
い
う
複
合
と
し
て
、
祭
の
 

中
に
痕
跡
を
残
し
た
と
 

 
 

 
 

 
 

獣
 神
の
神
話
伝
承
 

 
 

 
 

た
わ
け
で
あ
る
。
 

逆
 

 
 

 
 

影
 （
儀
礼
に
お
け
る
 

道
 

 
 

 
 

し
た
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

パ
 社
会
に
固
有
の
古
 

 
 

 
 

 
 

カ
ー
リ
ア
祭
の
基
層
 

 
 

 
 

ま
た
 

h
m
 

ヴ
 
q
E
 

め
と
 

う
鞭
 
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
 

け ぃ デ を 代 実 化 に と 
 
 

 
 

あ
る
。
 

の
 

㎝
毛
も
さ
 

 
 

<84) 84 



ルペ ルカーリア祭における 儀礼と伝承 

表 に 「 
象 よ っ 
の つ ま 

貯 て り 

蔵     
庫 マ 主 
¥ Ⅱ /  / ヘ コ とよ 

コの いハリーノーハし 0 目蔭 仰 日   
巨 ． が る と Ⅱ の   
寄ん 宅 

もわ せ Ⅱのの 等 小し 

目 讃 か 

宙 歌 る 

  
で 文 し 

あ 献 る 
る と そ   

  
    

詰 れ 

  
集 に l 
め 存 ジ 

ら 立   

れ す フ 。 
た る ロ 

仕 ハ セ 
石 諸 ス 

85  (85) 

 
 

 
 

し
て
記
さ
れ
る
よ
り
 

 
 

 
 

古
 の
も
の
が
残
存
す
る
か
 

 
 

 
 

ゆ
語
 と
 叙
事
詩
」
（
第
二
 

 
 

 
 

 
 

猿
神
 

 
 

特
徴
 

 
 

ス
 ・
 

 
 

伝
播
 

 
 

と
密
 

再
構
成
し
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 

（
 
5
 ）
 

 
 

の
 

 
 

フ
｜
 

 
 

っ
て
 、
 個
々
の
形
姿
 

 
 

あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
 

 
 

つ
 。
 

信
仰
に
関
係
す
 

的
な
も
の
で
、
 

リ
ュ
 カ
イ
 オ
ス
 

関
係
以
前
に
両
 

棲
に
結
び
つ
き
 

 
 

模
倣
 

 
 

で
 

 
 

さ
れ
 

 
 

き
で
 

 
 

祭
を
 



註
 

 
 

 
 

｜
は
 の
の
・
こ
の
著
作
の
 

デ
ユ
ノ
ジ
ル
 
に
与
え
た
 影
翻
は
 大
 き
 

（
 
2
 ）
し
 し
ヨ
か
堅
 
，
 0
 ：
ノ
ミ
 
ぃ
宙
 
p
 。
く
拍
（
 

目
コ
 
a
.
 
 
）
の
鼻
の
・
 

ワ
 
ひ
 
ひ
 

 
 

 
 

社
 ）
の
第
六
章
を
参
 昭
 

せ
 よ
 。
 

 
 

 
 

の
の
 
仁
 Ⅰ
 ノ
 
の
の
リ
ム
の
 

ユ
 の
の
，
 

 
 

 
 

変
化
す
る
こ
と
の
 歩
 い
 

 
 

 
 

く
の
 ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
 

 
 

 
 

る
と
舌
口
え
よ
う
。
デ
ュ
 

 
 

 
 

な
 要
素
が
累
積
し
て
、
 

 
 

 
 

果
た
す
社
会
的
機
能
を
 

 
 

骨
組
み
を
再
構
成
す
る
よ
 う
 試
み
た
の
で
あ
る
。
 

摂
像
力
は
様
々
な
思
い
が
け
な
い
展
開
を
生
み
出
し
、
 

 
 

事
態
が
お
こ
る
。
 だ
 

 
 

 
 

や
 痕
跡
を
残
す
の
で
あ
 

 
 

変
化
の
軌
跡
を
正
確
に
復
原
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

ス つ o い 。 @ 
  

地 こ 
較 ，夫 。 

  
0  社 
沈 金 
の   

世 宗 
化 教 
の   

  仕 神 
事 話 
は の 
  佳 ] " "@" 

こ ( ヒ 

の に 
八 も 

カメ，貯蔵庫 カ ，，っ 
  
で 親 
あ 在 
6 字ま 

」）で 

て 
の 
本 
来 
の 

形 
態 
と 
価 
値 

を伴 

  

て 

存 
舟け毛 

し 
ナ Ⅰ 目 

の 
で 

あ 

(86) 86 
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レ
コ
ゑ
 
の
 コ
 （
の
お
の
 
ガ
 局
主
 @
 
の
 一
 
0
 コ
 ・
）
の
）
 

0
.
 
 

づ
 ・
 め
 ㏄
Ⅱ
 ぎ
甘
 

 
 

 
 

節
の
仮
装
集
団
と
関
係
 

 
 

ゴ
 0
 
ミ
 
ニ
ヲ
ヰ
舌
 

レ
臣
住
の
年
の
Ⅱ
 

0
 而
 Ⅰ
Ⅱ
二
が
 

号
三
ト
の
 の
 A
.
 
）
 

 
 

ゆ
 Ⅱ
 ト
 ）
 で
 ・
ト
の
 

  

87  (87) 



 
 

初
ハ
ツ
 
古
ホ
 

 
 

期
 内
事
業
 

 
 

ま
 を
は
じ
 

 
 

の
 研
究
者
 

 
 

と
は
い
う
 

 
 

ぅ
 膨
大
な
 

 
 

一
 教
授
、
 

 
 

本
書
 

 
 

賜
物
で
あ
 

 
 

た
 宗
教
学
 

 
 

刊
行
に
貢
 

 
 

憶
ザ
っ
 
。
 

 
 

て
は
、
 

 
 

教
 、
神
道
、
 キ
 

 
 

ら
 、
各
種
 

 
 

に
 、
宗
教
 

 
 

説
 が
あ
た
え
 白
 

 
 

宗
像
 
巌
 

書
評
 

 
 

有
余
年
 

 
 

さ
れ
て
ゆ
 

 
 

宗
教
現
象
 

 
 

組
立
て
 ，
り
 

 
 

、
教
団
な
 

 
 

ま
の
形
で
 

 
 

教
学
上
の
 

 
 

役
立
つ
も
 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

て
ゆ
く
 

 
 

め
て
漠
然
 

 
 

期
の
段
階
 

 
 

語
 が
学
界
 

 
 

、
淘
汰
 さ
 

 
 

て
ゆ
く
。
 

 
 

的
に
使
用
 

 
 

術
語
に
混
 

 
 

残
さ
れ
、
 

 
 

る
と
客
観
 

 
 

科
学
は
 、
 

 
 

て
き
て
い
 

 
 

 
 

 
 

手
が
 西
 

 
 

る
 事
実
か
 
89  (89) 



 
 

 
 

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
 
わ
 

 
 

 
 

し
て
ゆ
，
へ
た
め
の
基
礎
 条
 

 
 

 
 

研
究
者
を
動
員
し
て
、
基
本
 

 
 

 
 

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
 

 
 

 
 

よ
う
に
、
宗
教
現
象
の
科
 

 
 

 
 

整
備
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
 

 
 

 
 

。
そ
の
た
め
、
編
集
上
の
 

 
 

 
 

八
つ
の
領
域
に
分
類
さ
れ
 

 
 

 
 

と
 関
連
諸
 学
 L
 に
お
い
て
 

 
 

 
 

地
理
学
」
、
 

 
 

 
 

び
 出
さ
れ
、
解
説
が
あ
 

 
 

 
 

い
て
、
第
二
の
領
域
以
下
 

 
 

 
 

、
「
宗
教
思
想
 ヒ
 
「
儀
礼
と
 

 
 

 
 

宗
教
と
文
化
㌔
お
よ
び
、
 

 
 

 
 

る
 。
こ
の
な
か
で
、
 
コ
小
 

 
 

傾
向
は
 、
  

 

魂
 」
、
「
 
自
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
 

 
 

 
 

現
世
利
益
」
、
「
輪
廻
し
な
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
 

 
 

 
 

は
 、
総
計
三
九
十
語
に
お
 

 
 

に
 、
創
造
よ
ん
で
い
る
。
 

 
 

 
 

典
 で
、
 

 
 

 
 

な
い
こ
と
は
、
本
辞
典
 

 
 

 
 

従
来
、
わ
が
国
で
出
版
さ
 

( ㏄ )  90 



書 評 

  

  な   ら 

  

91  (91) 



 
 

 
 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
 

 
 

て
き
た
 宗
 

す
る
。
 

 
 

う
 な
伝
統
 

 
 

題
 の
 発
 

 
 

 
 

け
る
研
究
に
重
要
な
課
題
を
 

 
 

 
 

フ
 後
の
宗
教
学
に
と
っ
て
 重
 

6
0
 

 
 

状
況
の
な
 

 
 

 
 

術
 的
世
界
を
こ
え
て
、
 

 
 

 
 

と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
 
宗
 

 
 

 
 

。
こ
の
よ
う
な
現
代
文
明
の
 

 
 

て
ゆ
く
こ
  

 

教
学
の
果
 

 
 

」
と
い
う
  

 

る
で
あ
ろ
 

 
 

 
 

ぬ
 相
剋
の
原
因
と
な
る
こ
と
 

 
 

 
 

、
す
で
に
み
え
る
 隣
路
 を
脱
 

 
 

 
 

て
ゆ
く
た
め
に
、
今
後
、
宗
 

な
 い
 0
 

 
 

展
開
さ
れ
 

 
 

 
 

の
よ
う
な
全
休
内
状
況
の
 

 
 

 
 

促
進
す
る
も
の
と
し
て
、
 
こ
 

 
 

 
 

ね
 め
て
重
要
な
時
代
的
意
味
 

 
 

に
と
も
な
を
も
っ
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

的
 関
心
の
 

醸
成
も
、
多
彩
な
形
態
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
 

 
 

さ
れ
る
 

 
 

な
 比
較
文
 

 
 

が
 、
 栢
互
 

( 舵 )  92 



 
 

つ
く
る
こ
 

 
 

 
 

 
 

行
 う
 。
 

一
 、
学
術
上
の
研
究
調
査
。
 

 
 

 
 

三
 、
会
誌
「
宗
教
研
究
」
の
刊
行
。
 

 
 

て
 本
会
に
 

 
 

 
 

こ
れ
を
定
め
る
。
 

第
一
条
不
会
は
、
日
本
宗
教
学
会
と
称
す
る
。
 

 
 

部
 宗
教
学
 

研
究
室
に
お
く
。
 

 
 

個
人
の
研
 

 
 

目
 

的
と
す
る
。
 

 
 

幸
 す
る
も
 

の
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
 

第
一
章
総
則
 

（
昭
和
三
六
年
一
月
二
六
日
改
正
）
 

  

日
本
宗
教
学
会
会
則
 

四
 、
会
員
ま
た
は
加
盟
団
体
に
対
す
る
研
究
の
援
助
。
 

五
 、
そ
の
他
必
要
な
事
業
。
 

第
二
車
会
員
 

第
八
条
会
員
を
分
け
て
次
の
四
種
と
す
る
。
 

一
 、
普
通
会
員
 

二
 、
維
持
会
員
 

三
 、
賛
助
会
員
 

四
 、
名
誉
会
員
 

 
 

す
る
も
の
 

 
 

を
 

得
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

納
め
る
も
 

 
 

て
 

 
 

め
 

6
0
 

 
 

席
し
、
ま
 

 
 

で
 

き
る
。
 

 
 

を
 納
め
、
 

 
 

 
 

第
三
章
役
員
 

 
 

第
一
三
条
 
本
 会
に
次
の
役
員
を
お
く
。
 

 
 

一
 、
会
長
一
名
 
二
 、
理
事
 
若
 千
名
 

 
 

 
 

三
 、
監
事
二
名
田
、
評
議
員
若
干
 名
 



五
 、
委
員
 
若
 千
名
 

 
 

れ
を
選
任
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
。
 理
 

 
 

選
 

に
よ
り
常
務
理
事
 若
 千
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

す
る
。
 監
 

事
は
会
計
を
監
査
す
る
。
 

 
 

、
本
ム
 ム
 乞
 
+
 

 
 

Ⅰ
 
貝
 

は
、
 別
に
こ
れ
を
定
め
る
。
 

 
 

会
長
こ
れ
 

を
 委
嘱
し
、
会
務
を
担
当
す
る
。
 

 
 

る
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

た
だ
し
会
長
は
引
続
き
重
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

第
四
 ま
 

会
議
 

 
 

っ
て
こ
れ
 

 
 

め
 

6
0
 第

五
車
会
計
 

 
 

収
入
に
よ
 

 
 

Ⅰ
 
"
 
Ⅱ
 
;
 
;
 

一
 
、
選
任
規
定
 

第
一
条
評
議
員
の
選
任
は
 、
 次
の
方
法
に
よ
る
。
 

 
 

O
 名
 

 
 

の
 

選
考
委
員
を
も
っ
て
、
選
考
委
員
会
を
構
成
す
る
。
 

 
 

無
記
 

名
 投
票
（
郵
便
投
票
）
に
よ
る
。
 

 
 

 
 

選
考
 

し
 、
会
員
総
会
に
お
い
て
会
長
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。
 

（
昭
和
三
六
年
一
月
二
六
日
）
 

（
昭
和
三
六
年
一
 
0
 月
一
五
日
第
二
条
改
正
）
 

（
昭
和
四
七
年
一
 
0
 三
 一
日
第
二
条
・
附
則
改
正
）
 

日
本
宗
教
学
会
会
則
細
則
 

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 
 

 
 

、
翌
年
の
 

 
 

三
月
三
一
日
に
終
る
。
 

 
 

第
六
章
附
則
 

 
 

た
の
ち
、
 

 
 

ば
 

な
ら
な
い
。
 

 
 

す
る
。
 



第
二
条
会
長
の
選
任
は
 、
 次
の
方
法
に
よ
る
。
 

 
 

（
 
郵
 

 
 

 
 

（
第
一
次
投
票
）
 

 
 

記
名
 

投
票
（
郵
便
投
票
）
を
行
 う
 。
（
第
二
次
投
票
）
 

 
 

と
す
 

 
 

も
 

っ
て
会
長
当
選
者
と
す
る
。
 

 
 

、
当
 

該
の
会
長
選
挙
の
際
の
次
点
者
を
会
長
代
行
と
す
る
。
 

 
 

あ
 理
事
会
 

が
こ
れ
に
あ
た
る
 
0
 

二
 、
会
見
総
会
規
定
 

 
 

際
に
こ
れ
 

を
 開
催
す
る
。
 

 
 

上
の
出
席
 

を
も
っ
て
成
立
す
る
。
 

 
 

い
、
承
認
 

を
 得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

Ⅲ
庶
務
報
告
 

㈲
会
計
報
告
 

は
 
次
回
学
術
大
会
開
催
地
の
決
定
 

 
 

会
員
一
 0
 

 
 

由
 

 
 

提
 

出
し
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

に
よ
っ
て
 

こ
れ
を
決
定
す
る
。
 

三
 、
加
盟
団
体
お
よ
び
支
部
規
定
 

 
 

事
ム
 ま
の
 承
 

認
 を
え
て
、
本
会
の
加
盟
団
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

㈱
加
盟
団
体
は
本
会
会
誌
の
配
布
を
受
け
、
そ
の
会
員
は
 
学
 

術
 大
会
、
講
演
会
、
研
究
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

支
部
と
な
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

㈲
支
部
は
、
所
属
の
個
人
お
よ
び
団
体
の
研
究
の
連
絡
 助
 

成
を
図
り
、
本
部
は
こ
れ
を
援
助
す
る
。
 

甲
 
附
則
 

 
 

す
 

6
0
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賛
助
会
員
規
定
（
昭
和
三
六
年
四
月
二
七
日
）
 

 
 

を
賛
助
会
 

員
 と
す
る
。
 

 
 

よ
び
個
人
 

の
中
か
ら
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
推
薦
す
る
。
 

 
 

も
の
と
す
 

る
 。
 

 
 

の
 配
布
 乞
 
+
 

 
 

賓
 

と
し
て
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

名
誉
会
員
規
定
（
昭
和
三
六
年
一
一
月
九
日
）
 

 
 

の
あ
っ
た
 

会
員
の
中
か
ら
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
推
薦
決
定
す
る
。
 

第
二
条
名
誉
会
員
は
会
費
納
入
の
義
務
を
お
わ
な
い
。
 

 
 

席
し
、
又
 

 
 

ュ
さ
 

る
 。
 

 
 

た
も
の
を
 

名
誉
会
員
と
し
て
推
薦
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

会
員
内
規
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一
 、
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
 

 
 

年
度
 

 
 

権
 を
有
 

す
る
。
 

二
 、
有
権
者
名
簿
 

 
 

具
名
 

 
 

に
 掲
載
 

す
る
。
 

三
 、
選
挙
管
理
委
員
会
 

選
挙
管
理
委
員
会
は
常
務
理
事
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。
 

四
 、
選
挙
期
日
 

 
 

北
斗
 

、
コ
 
@
@
 

Ⅱ
 
Ⅴ
 

て
 決
定
す
る
。
 

五
 、
選
挙
方
法
 

a
 、
会
員
 中
 よ
り
選
出
さ
れ
る
選
考
委
員
 

①
選
挙
は
全
会
員
の
郵
便
投
票
に
よ
る
。
 

②
投
票
は
二
名
連
記
無
記
名
と
す
る
。
 

 
 

る
 。
 

b
 、
理
事
中
よ
り
選
出
さ
れ
る
選
考
委
員
 

別
に
理
事
会
の
互
選
に
よ
っ
て
選
出
す
る
。
 

評
議
員
選
考
委
員
選
出
内
規
 

（
昭
和
三
六
年
四
月
二
七
日
）
 



一
 、
選
挙
権
 

 
 

度
ま
 

で
の
会
費
を
納
め
て
い
る
も
の
は
選
挙
権
を
有
す
る
。
 

二
 、
選
挙
管
理
委
員
会
 

選
挙
管
理
委
員
会
は
常
務
理
事
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。
 

三
 、
選
挙
期
日
 

 
 

て
決
 

会
長
選
出
内
規
 （

昭
和
三
六
年
一
一
月
九
日
）
 

五
 、
選
考
委
員
の
決
定
 

①
開
票
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
て
行
う
。
 

②
会
員
に
 よ
 る
選
考
委
員
の
決
定
は
、
得
票
順
と
す
る
。
 

③
同
点
者
が
二
人
以
上
の
場
合
、
年
長
者
を
優
先
す
る
。
 

の
次
の
も
の
は
無
効
投
票
と
す
る
。
 

の
 
投
票
締
切
目
ま
で
に
到
着
し
な
い
も
の
。
 

 
 

ム
口
 

④
送
付
用
の
封
筒
に
住
所
氏
名
を
記
入
し
な
い
場
合
 

㊤
投
票
用
紙
に
所
定
以
外
の
事
を
記
載
し
た
場
合
 

㊦
投
票
を
二
通
以
上
一
括
送
付
し
た
場
合
 

0
 
 郵
送
し
な
い
場
合
 

 
 

内
に
 

辞
退
を
申
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

走
 す
る
。
 

四
 、
選
挙
方
法
 

会
長
の
選
任
は
細
則
第
二
条
に
よ
る
。
 

五
 、
会
長
の
決
定
 

①
開
票
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
て
行
う
。
 

②
会
長
の
決
定
は
得
票
順
と
す
る
。
 

 
 

者
 と
す
 

6
0
 

の
次
の
も
の
は
無
効
投
票
と
す
る
。
 

①
投
票
締
切
口
径
到
着
し
た
場
合
。
 

 
 

 
 

0
 
 送
付
用
の
封
筒
に
住
所
氏
名
を
記
入
し
な
い
場
合
。
 

9
 
 投
票
用
紙
に
所
定
以
外
の
事
を
記
載
し
た
場
合
。
 

⑧
投
票
を
二
通
以
上
一
括
送
付
し
た
場
合
。
 

㊦
郵
送
し
な
い
場
合
。
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The Allied Occupation's Religious 
Policy for Japan 

The occupation of Japan by the Allied Powers was an interesting incidence of 

a confrontation of conflicting values. It provides us with an important example of 

individuplistic .id democratic valuts in the climate of communal and authoritarian 

values. 

Tracing the formation of religious poilcy in the United States for post-surrender 

Japan, the directives issued by the Occupation authorities to the Japanese government 

and the legislation on the incorporation of reilgious bodies, this article reveals the 

American and the Japanese ideal of religious organizations and brings out the actions 

and reactions from the two parties. 

This study concludes that, whereas the Occupation's effort to remove ultranatio- 

nalism from Japanese religions was achieved to a considerable degree by the issuance 

of the Civil Liberties Directive and the Shinto Directive and its symbolic foundation 

turned down by the proclamation of humanity by the Emperor, the process of the 

implementation of the religious juridical persons law proves that the introduction of 

democratic principles in the organizatinal structure of religious bodies in Japan was 

eventually prevented by the immanent powers of Japan's traditional forces. 

Eine Bewiesfiihrung der Nihsvabhauata 

Yasunori EJIMA 

Eine Hauptthese von der M2dhyamika-Philosophie lautet, dass alle Dinge wesen- 

losig (nil~svabh&a) sind. Von Anfang der Schule an haben sich die Philosophen 

sie zu beweisen bestrebt. Im spateren Buddhismus Indiens sind fast alle Beweisfii- 

hrungen, die die verschiedenen Entwicklungsstufen iiberlebt haben, einer sektlereri- 

schen oder synkretischen Auffassung nach zusammengefasst ; z. Bt die vier Schlussfol 

gerungen zum Beweis der Wesenlo~igksit bei Atisa. Eine wichtigste davon heisst 
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wie folgend : 

(These) Diese von unsern und andern Schiilern diskurieten Seienden iiber- 

haupt sind in Wirklichkeit wesenlosig, 

(Grund) weil sie vom Einheits- und Mehrheitssein entfernt sind, 

(Beispielj wie tin Spiegelbild ist. 

Eine grosse Rolle spielt dis Schlussfolgerung an Hand des Ekiinekatva-viyogahetu 

unter andern bei der MadhyamakHlaqkHra-ksriks &ntarakgitas, dem die logische 

Theorie Dhamakirtis schon bekannt ist, und der dem &igupta, d. h. dem Autor des 

Tattvavatara, wo es sich auch um diegleiche Beweisfiihrung handelt, nachgeht. 

Der Aufsatz widmet sich einem Versuch danach, die Beziehung zwischen dem 

Tattvavatsra ~ r i g u ~ t a s  und dem MadhyamakHlaqkHra &ntarakSitas festzustellen und 

ferner die Bedeutung von diesem Beweis in der Philosophie zu der Zeit deutlich 

zu machen. 

About the Idea of 'God' of D. Hume 

Yoshikatsu WATANABE 

In this essay I try to investigate D. Hume's theory of religion, based on his 

essays, especially on the idea of 'God'. I suppose that there are at  least two reasons 

for the fact that Hume who participated in many fields was concerned with religious 

problems : one is criticism against lehlers in-his contemporary world of religion, and 

the other is doubt about deism. 

From these points of view, I have classified this problem into three, in order 

to understand his idea of 'God', as follows: 

(1) origin of the idea of 'God' 

(2) nature of 'God' 

(3) that we can or cannot prove the existence of 'God' 

Hume explains by his theory of the necessity of mental action how the ignorant 

multitude come to have the first idea of God. And this idea moves from polytheism 

to theism necessarily and dynamically with ceaseless movement of two sources (hope 

and fear) of mental action. 

In this point we can understand 'natural historical' emotion of human being which 

Hume tells us. 

Thus we can know that his idea is always based on experiences of human beings. 



We can find one reason that he is very sceptical of the existence beyond human 

nature, as he says that the existence of God is unknown ultimately. 

Nevertheless, he ventured to accept religious phenomena which should be rejected 

in orthodox theology, and he tried to find universality in both human nature and 

religion; in such an attitude, I suppose, we can find many interesting problems for  

the history of religion. 

Rites et Legendes de la Fete des Lupercalia 
I 

-Etude sur la Thkorie de Georges Dumkzil- 

Kei ji UESHIMA 

I1 s'agit de tr&s vieux rites de Rome antique, d6j5 presque incomprehensibles 

aux contemporains dlOvide. C'est la fete des Lupercalia qui a et6 celebre le 15 

f6vrier chaque annee. La fete est remplie de traits inexplicables; surtout la conduite 

bizarre d'une confrdrie dite les Luperci est particulih-e, p. e. les membres frappent 

toutes les femmes pour les fdconder. Leur nom contient sifrement le mot "loup" 

(lupus), mais leur costume est en peau de bouc. 

I1 y a beaucoup de theories sur ce probl&me, par exemple celles de Wissowa, 

Warde-Fowler, Mannhardt, etc. Georges Dum6zil a tenu compte de la fete des 

Lupercalia pour la premiere fois dans Le ProblZme des Centaures (1929). Depuis 

lors jusqu'8 La Religion Romaine Archargue (1966), il a montr6 comment le sens 

des fetes printanieres avait subi beaucoup de changements, et comment Rome nous 

a fourni d'exemples varids de ces changements. Apres avoir achev6 I'examen des 

dldments des rites shparement, il a r6ussi 8 mettre le tout ensemble dans un systeme 

symbolique. Aussi, il nous a fait comprendre que les concepts Gandharva-centaures- 

Luperques ont BtB en rapport an meme fait, et que les Luperci ont fonctionne comme 

complkment 8 la hidrarchie flaminique de Rome: 




